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日
本
の
皆
様
、
殊
に
は
南
天
会
会
員
の
皆
様
、
五
月

二
十
九
日
、
祖
国
日
本
に
着
い
て
以
来
約
一
ヶ
月
と
十

日
間
と
い
う
長
い
間
、
私
如
き
者
に
対
し
ま
し
て
真
心

の
籠
っ
た
お
世
話
や
御
供
養
を
賜
り
、
伏
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

体
力
厳
し
き
病
み
上
が
り
の
こ
の
私
に
、
手
を
引
い
て

下
さ
っ
た
り
、
背
中
を
押
し
て
頂
い
た
り
と
時
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、
偏
に
皆
様
の
厚
い

温
情
を
持
ち
ま
し
て
、
何
と
か
無
事
に
祖
国
日
本
の
日

程
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
只
々
感
謝
至

極
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
私
に
と
っ
て
は
歴
史
的
瞬
間
で
あ
り
ま
し
た
、
高

野
山
で
の
講
演
に
大
正
大
学
で
の
宮
崎
哲
弥
先
生
と
の

対
談
も
完
遂
出
来
、
お
心
遣
い
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
、

ま
た
全
て
の
行
程
に
於
い
て
裏
方
で
支
え
て
下
さ
っ
た
佐

伯
隆
快
様
を
始
め
と
す
る
南
天
会
世
話
人
の
皆
様
、
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
に
戻
り
ま
し
て
か
ら
は
何
時
も
の
如
く
、
身

体
に
鞭
を
打
ち
、
相
変
わ
ら
ず
緊
迫
し
た
多
数
の
難
題

を
抱
え
た
活
動
に
忙
殺
さ
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
お
蔭

様
を
持
ち
ま
し
て
、
元
気
に
日
々
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

　

今
般
も
本
当
に
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
重
ね
て
伏
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
遠
く
南
天
竺
の
地
よ
り
只
管
皆
様
方
の
ご

多
幸
ご
健
康
を
御
祈
念
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

最
後
に
イ
ン
ド
仏
教
徒
の
為
の
窓
口
で
あ
る
こ
の
南

天
会
を
末
永
く
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
会
員
倍

増
に
ご
協
力
ご
吹
聴
願
え
ま
す
よ
う
、
伏
し
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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五
月
二
十
九
日
早
朝
、
成
田
空
港
第
２
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
到
着
出
口
、
佐
々
井
上
人
の
臙
脂
色

の
衣
が
見
え
る
と
、
出
迎
え
の
人
々
は
皆
笑
顔

と
な
り
ま
し
た
。
あ
た
り
前
で
す
が
皆
嬉
し
い

の
で
す
。
こ
の
度
の
帰
国
の
打
診
が
あ
っ
た
の

は
昨
年
六
月
末
、
高
野
山
に
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル

博
士
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
受
け
て
、
そ
の
除
幕
式
に
参
加
し
た
い
と
い

う
佐
々
井
上
人
の
希
望
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
南

天
会
も
発
足
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
た
頃
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
体
調
不
良
、
危
篤

状
態
、
そ
し
て
奇
跡
の
復
活
。
ま
さ
に
今
日
こ

こ
に
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
の
姿
を
仰
ぎ
、
心
か
ら
「
良

か
っ
た
。
」
と
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
、
四
十
四
年
ぶ
り
の
帰
国
の
後
、

も
う
二
度
と
日
本
に
は
帰
ら
な
い
と
宣
言
さ
れ
、

し
か
し
東
日
本
大
震
災
の
惨
状
を
思
い
再
度
の

帰
国
を
決
意
さ
れ
た
佐
々
井
上
人
。
以
後
三
度

の
帰
国
で
は
必
ず
東
北
の
被
災
地
を
巡
礼
し
、

ま
た
日
本
に
潜
在
す
る
様
々
な
問
題
を
深
く
と

ら
え
、
イ
ン
ド
仏
教
徒
と
同
様
に
故
国
の
人
々

の
心
に
も
密
着
し
て
思
い
を
同
じ
く
す
る
佐
々

井
上
人
。

　

今
回
の
行
程
を
南
天
会
で
お
世
話
す
る
に
あ

た
り
、
体
調
を
考
え
つ
つ
も
で
き
る
だ
け
大
勢

の
人
に
直
接
佐
々
井
上
人
に
接
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
交
流
会
、
高
野
山
講
演
、

大
正
大
学
で
の
宮
崎
哲
弥
氏
と
の
対
談
な
ど
で

は
、
本
当
に
最
後
の
一
人
ま
で
、
話
を
聞
い
て
、

握
手
し
た
り
、
本
に
サ
イ
ン
し
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
滞
在
期
間
中

全
部
で
九
本
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
す
べ

て
全
力
で
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
々
井
上
人
は
、
人
の
話
を
聴
く
と
き
特
徴

的
な
顔
を
さ
れ
ま
す
。
話
す
相
手
に
真
っ
直
ぐ

顔
を
向
け
、
細
い
目
が
黒
目
が
ち
に
な
り
口
を

少
し
開
け
て
、
首
を
左
右
に
小
さ
く
振
り
な
が

ら
…
、
ま
た
少
し
小
指
が
曲
が
っ
た
右
手
の
平

を
見
せ
て
、
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
施
無
畏
の
印
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
章
で
は
分
か
り
に

く
い
で
す
が
、
正
に
虚
心
に
相
手
の
話
を
聞
く

姿
と
は
こ
ん
な
感
じ
か
な
と
思
う
よ
う
な
顔
で

す
。
も
ち
ろ
ん
こ
ち
ら
が
い
い
加
減
な
話
を
し

て
い
る
と
、
す
ぐ
に
怒
ら
れ
た
り
も
し
ま
す
が
、

真
面
目
な
言
葉
に
対
し
て
は
、
何
の
障
り
も
な

く
気
持
ち
が
通
っ
て
行
く
よ
う
で
す
。

　

イ
ン
ド
で
も
そ
う
で
す
が
、
滞
在
中
も
常
に

移
動
の
毎
日
で
し
た
。
車
に
乗
っ
て
日
本
全
国

を
走
り
回
り
ま
し
た
。
岡
山
か
ら
新
見
へ
、
倉

敷
、
神
戸
、
高
野
山
、
そ
し
て
京
都
か
ら
岡
山

へ
帰
り
、
美
作
往
復
、
更
に
は
岩
国
、
下
関
、

萩
。
日
本
海
に
沿
っ
て
出
雲
日
御
碕
。
東
北
巡

礼
も
車
で
回
り
ま
し
た
。
い
つ
も
助
手
席
に

乗
っ
て
街
や
山
、
海
の
風
景
を
眺
め
、
「
あ
れ

は
な
ん
で
す
か
。
」
な
ど
と
解
説
を
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
る
で
日
本
の
津
々
浦
々
を
回
る
こ
と

で
、
日
本
と
一
体
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
？　

と
思
い
ま
し
た
。
高
野
山
講
演

の
翌
日
、
山
内
の
名
所
を
案
内
し
て
歩
き
ま
し

た
が
、
そ
の
時
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
は
一
人
の
参
拝

者
と
い
う
感
じ
で
、
我
々
と
同
じ
よ
う
に
、
同

じ
方
向
を
向
い
て
お
参
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
赤
い
衣
は
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
…
…
）
。
そ

し
て
東
北
巡
礼
で
は
、
ま
さ
に
今
の
苦
し
み
や

怒
り
、
悲
し
み
の
声
を
聴
き
、
動
物
や
自
然
と

も
一
体
と
な
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
佐
々

井
上
人
の
行
動
の
出
発
点
は
、
こ
の
他
人
と
一

体
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
し
ょ
う
。

同
体
と
な
っ
て
同
じ
気
持
ち
に
な
っ
て
生
ま
れ

る
慈
悲
の
心
、
同
体
大
悲
で
す
。
そ
し
て
そ
こ

か
ら
自
ら
先
頭
を
切
っ
て
歩
き
出
す
、
行
動
に

出
る
。

　

滞
在
し
た
四
谷
の
お
寺
で
、
受
付
の
人
に
こ

ん
な
挨
拶
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
私
は
イ

ン
ド
か
ら
参
り
ま
し
た
佐
々
井
秀
嶺
と
い
う
駆

け
出
し
者
で
す
。
」
後
ろ
に
従
っ
て
い
た
私
は

「
な
る
ほ
ど
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
バ
ン
テ
ー

ジ
ー
は
す
で
に
駈
け
出
し
て
い
る
、
私
は
未

だ
出
発
さ
え
し
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
と
。

も
う
付
い
て
行
く
し
か
な
い
。
サ
サ
イ
・
ア
ゲ

ボ
ロ
！

　

七
月
七
日
、
成
田
を
発
っ
て
無
事
イ
ン
ド
に

帰
着
さ
れ
、
今
回
の
一
時
帰
国
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
滞
在
期
間
中
は
、
南
天
会
関
係
者
、

ま
た
大
勢
の
人
々
の
ご
協
力
、
ご
援
助
を
頂
き
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
佐
々
井
上
人
も

と
て
も
有
意
義
な
日
本
滞
在
と
な
っ
た
と
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
し
か
し
、
日
本
は
様
々

な
問
題
を
抱
え
、
そ
の
前
途
は
多
難
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
南
天
会
は
、
佐
々
井
上
人
と
同
じ
道

を
歩
む
龍
族
と
し
て
、
同
体
の
大
悲
を
胸
に
刻

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

同
体
大
悲

文
＝
南
天
会
世
話
人

佐
伯
隆
快
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昨
年
、
一
時
危
篤
に
陥
り
、
生
死
の
境
を
彷

徨
っ
た
佐
々
井
秀
嶺
師
が
不
死
鳥
の
如
く
恢
復

さ
れ
て
、
二
年
ぶ
り
に
、
五
月
二
十
八
日
―
七

月
七
日
の
日
程
で
ご
帰
国
さ
れ
た
。
西
は
山
口

県
下
関
市
か
ら
東
（
北
）
は
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
ま
で
及
ぶ
、
日
本
各
地
を
行
脚
し
て

回
ら
れ
た
。
昨
年
十
月
に
ナ
グ
プ
ー
ル
に
押
し

か
け
入
門
し
て
か
ら
あ
り
が
た
い
ご
縁
を
い
た

だ
い
て
い
る
私
中
村
も
、
大
半
の
日
程
を
同
行

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
僥
倖
に
恵
ま
れ
た
の

で
、
私
が
佐
々
井
師
の
お
側
で
見
聞
し
た
範
囲

で
、
そ
の
道
中
の
顛
末
を
、
こ
こ
に
簡
単
に
記

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

５
／
29　

帰
国
。
成
田
空
港
に
平
野
文
興
師
、

大
勢
の
お
弟
子
や
支
援
者
の
方
々
の
出
迎
え
。

そ
の
足
で
成
田
山
新
勝
寺
へ
参
詣
し
、
橋
本
照

稔
貫
首
様
を
訪
問
。
旧
交
を
温
め
ら
れ
、
高
野

山
で
講
演
会
を
行
う
許
可
を
い
た
だ
く
。

５
／
30　

高
尾
山
薬
王
院
に
参
拝
。
も
の
す
ご

い
人
出
に
驚
か
れ
た
ご
様
子
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

駅
で
登
山
用
の
杖
を
購
入
し
、
日
本
滞
在
中
の

よ
き
伴
侶
と
な
る
。
若
き
日
、
共
に
ご
修
行
さ

れ
た
大
山
隆
玄
貫
首
様
方
を
訪
問
。
同
じ
く
高

野
山
講
演
会
の
許
可
を
い
た
だ
く
。
さ
き
の
貫

首
に
し
て
、
佐
々
井
上
人
の
師
匠
に
当
た
ら
れ

る
、
故
山
本
秀
順
ご
尊
師
の
墓
前
に
て
ご
報
告

の
読
経
。
そ
の
後
、
お
弟
子
の
宮
本
龍
勝
師
の

お
寺
で
あ
る
埼
玉
松
伏
町
の
真
言
宗
豊
山
派
無

量
寿
院
に
参
拝
。
龍
勝
師
の
お
父
様
に
あ
た
る

宮
本
慶
通
ご
住
職
様
、
龍
勝
師
、
そ
の
お
母
様

に
面
会
さ
れ
、
「
戒
名
は
要
ら
な
い
」
と
お
寺

離
れ
を
す
る
人
々
の
増
加
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

５
／
31　

四
谷
の
高
野
山
真
言
宗
真
成
院
に
て

南
天
会
の
交
流
会
。
か
つ
て
の
ナ
グ
プ
ー
ル
で

の
お
弟
子
で
あ
り
、
今
も
支
援
を
惜
し
ま
な
い

小
池
一
郎
氏
を
は
じ
め
、
大
勢
の
日
本
人
、
在

日
イ
ン
ド
人
仏
教
徒
達
が
集
ま
り
、
久
闊
を
叙

さ
れ
た
。
夜
は
、
真
成
院
近
く
の
支
援
者
、
冨

樫
氏
の
お
店
「
野
武
士
」
に
て
開
か
れ
た
交
流

会
の
打
ち
上
げ
に
参
加
さ
れ
、
昨
年
の
危
篤
の

際
の
臨
死
体
験
を
お
話
さ
れ
る
。

６
／
１　

午
前
、
朝
日
新
聞
社
の
取
材
。
午
後

は
神
保
町
散
策
。
カ
フ
ェ
の
名
店
さ
ぼ
う
る
に

て
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
召
し
あ
が
り
、
糖
尿
病

に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
体
感
。
以
降
お
気
に
入

り
の
飲
物
と
な
る
。
誠
心
堂
書
店
で
橋
口
兼
介

店
主
の
ご
案
内
の
中
、
貴
重
な
古
典
籍
等
を
ご

覧
に
な
る
。
新
刊
書
店
に
佐
々
井
師
の
新
刊
『
龍

樹
と
龍
猛
と
菩
提
達
磨
の
源
流
』
が
置
か
れ
て

あ
り
、
口
述
筆
記
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

私
も
大
感
激
で
し
た
。
夜
は
新
宿
末
廣
亭
に
て
、

南
天
会
会
員
で
も
あ
る
柳
家
燕
弥
師
匠
の
「
一

目
上
が
り
」
の
高
座
を
最
前
列
で
楽
し
ま
れ
る
。

６
／
２　

新
幹
線
で
岡
山
へ
。
坂
田
龍
晴
氏
や

遠
山
睦
子
氏
達
の
出
迎
え
を
受
け
る
。
真
言
宗

御
室
派
長
泉
寺
に
参
拝
し
、
宮
本
光
研
師
、
宮

本
龍
門
師
と
面
会
。
佐
伯
隆
快
師
の
弟
さ
ん
一

家
も
合
流
し
、
賑
や
か
に
歓
談
。
ナ
グ
プ
ー
ル

で
佐
々
井
上
人
そ
っ
く
り
に
彫
ら
れ
た
必
生
火

天
不
動
明
王
に
、
皆
で
般
若
心
経
五
巻
を
奉
読

す
る
。

６
／
３　

（
～
九
日
ま
で
中
村
不
在
）
岡
山
で

休
息
。
古
書
店
等
訪
問
。

６
／
４　

臨
済
宗
妙
心
寺
派
曹
源
寺
に
参
拝
し
、

ご
住
職
原
田
正
道
師
と
ご
面
会
さ
れ
、
そ
の
後

少
林
寺
流
空
手
道
場
で
あ
る
滴
水
会
館
を
訪
問
。

６
／
５
～
９　

新
見
へ
里
帰
り
。
佐
々
井
家
及

び
土
井
家
の
墓
参
を
さ
れ
、
自
身
の
ル
ー
ツ
に

つ
い
て
も
多
く
の
貴
重
な
示
唆
・
情
報
を
得
る
。

６
／
10　

（
中
村
合
流
）
岡
山
県
総
社
へ
移
動
。

吉
備
国
国
分
寺
五
重
塔
や
数
々
の
古
墳
を
巡
る
。

夜
、
佐
伯
隆
快
師
の
一
心
念
誦
堂
に
て
、
奥
様

心
づ
く
し
の
手
料
理
を
ご
馳
走
に
な
る
。

６
／
11　

倉
敷
慈
命
会
。
先
ず
一
心
念
誦
堂
に

て
、
反
原
発
に
つ
い
て
の
懇
話
会
に
出
席
。
次

い
で
倉
敷
駅
前
に
て
街
頭
演
説
な
ど
。
雨
の
中
、

旗
を
押
し
立
て
法
螺
貝
を
吹
き
、
倉
敷
美
観
地

区
ま
で
行
進
。
美
観
地
区
の
お
茶
屋
に
て
津
軽

三
味
線
の
演
奏
を
聴
く
。

６
／
12　

車
に
乗
っ
て
神
戸
へ
。
真
言
宗
実
相

寺
参
拝
。
種
智
院
大
学
学
長
を
務
め
た
故
頼
富

本
宏
師
の
菩
提
を
弔
う
。
そ
れ
か
ら
臨
済
宗
明

泉
寺
に
参
拝
し
、
旧
知
の
冨
士
玄
峰
師
を
訪
問
。

冨
士
師
の
案
内
で
、
源
平
合
戦
、
平
敦
盛
、
熊

谷
直
実
由
縁
の
須
磨
寺
に
も
参
拝
。
夜
、
神
戸

青
年
仏
教
徒
会
の
歓
迎
会
に
出
席
。
佐
々
井
師

の
堂
々
た
る
演
説
に
拍
手
喝
采
。
ホ
テ
ル
に
戻

り
、
か
つ
て
一
時
期
ナ
グ
プ
ー
ル
で
一
緒
に
過

ご
し
て
い
た
西
村
馨
氏
と
再
会
。
お
二
人
と
も

若
か
り
し
頃
の
豪
快
な
る
大
活
動
に
思
い
を
馳

せ
、
回
想
談
に
花
が
咲
く
。

６
／
13　

い
よ
い
よ
高
野
山
へ
。
折
し
も
高
野

山
開
創
千
二
百
年
祭
に
当
た
り
、
お
山
へ
続
く

参
拝
の
車
道
は
綺
麗
に
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
夕

方
、
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
川
邊
健
太
郎
副
社
長

ご
一
行
の
訪
問
を
受
け
、
そ
の
後
、
全
日
本
仏

教
会
前
会
長
で
あ
る
河
野
太
通
老
師
と
会
見
。

佐
々
井
上
人
が
「
ま
た
思
い
っ
き
り
殴
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
、
河
野
老
師
が
よ
し
き

た
と
、
頭
を
ス
パ
ー
ン
と
は
た
く
と
い
う
一
幕

が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
宿
泊
は
宿
坊
櫻
池
院

に
三
泊
。
講
演
会
に
も
登
壇
さ
れ
る
、
近
藤
堯

寛
ご
住
職
様
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

６
／
14　

今
回
の
来
日
の
最
大
の
目
的
で
あ
っ

た
高
野
山
講
演
会
。
詳
細
は
別
頁
に
て
。
講
演

二
〇
一
五
年
佐
々
井
秀
嶺
上
人
帰
国
道
中
記

文
＝
中
村
龍
海
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成
田
・
東
京

岡
山

神
戸
・
高
野
山
・
京
都

岡
山

山
口
・
出
雲

広
島
・
岡
山

東
北

長
野

東
京
・
横
浜

東
京
・
横
浜

５月 29日

７月７日

高
野
山

6 月 14日

全国行脚概略図
全日程４０日。
北は釜石・大槌から、西は出雲・下関まで、
その間約 1,200km強を行ったり来たり。
日本縦断にも匹敵する壮大な旅でした。
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会
は
大
盛
況
の
成
功
裡
に
つ
つ
が
な
く
終
え
ら

れ
た
。

６
／
15　

引
き
続
き
高
野
山
に
滞
在
。
山
内
各

所
を
参
拝
し
、
弘
法
大
師
の
誕
生
日
を
祝
う

青
葉
祭
を
見
物
し
て
回
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら

龍
神
村
へ
向
か
い
、
中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠
』

「
龍
神
の
巻
」
で
、
机
龍
之
介
が
潰
れ
た
眼
を

癒
し
た
と
い
う
「
曼
陀
羅
の
滝
」
を
訪
れ
る
。

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
る
山
道
を
踏
破
。
念
願
を

叶
え
ら
れ
た
。

６
／
16　

九
度
山
に
て
真
田
幸
村
由
縁
の
地
な

ど
を
訪
問
、
京
都
へ
。
立
命
館
大
学
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
、
写
真
家
山
本
宗
補
氏
の

写
真
展
「
戦
後
は
ま
だ･

･
･

刻
ま
れ
た
加
害
と

被
害
の
記
憶
」
を
見
学
、
山
本
氏
自
身
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
聞
く
。
そ
の
後
、
古
書

店
に
て
宮
本
武
蔵
を
題
材
と
し
た
漫
画
『
バ
ガ

ボ
ン
ド
』
を
購
入
、
ご
満
悦
で
あ
っ
た
。

６
／
17　

太
秦
映
画
村
を
散
策
。
そ
の
広
大
さ

に
ご
感
嘆
の
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
古
書

店
で
『
破
天
』（
南
風
社
版
）
、
の
ら
く
ろ
シ
リ
ー

ズ
等
を
発
見
、
購
入
す
る
。
岡
山
へ
。

６
／
18　

津
山
は
浄
土
宗
浄
土
院
に
参
拝
。
漆

間
宣
隆
ご
住
職
様
ご
一
家
に
再
会
。
次
に
、
宮

本
武
蔵
生
誕
地
と
言
わ
れ
る
大
原
を
訪
問
。
小

説
『
宮
本
武
蔵
』
で
武
蔵
が
吊
る
さ
れ
る
千
年

杉
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
大
銀
杏
の
あ
る
大
聖
寺

に
参
拝
。
更
に
、
久
米
郡
百ど

う
ど
う々

の
真
言
宗
華
蔵

寺
に
参
拝
。
阿
形
国
明
ご
住
職
様
ご
一
家
と
旧

交
を
温
め
る
。

６
／
19　

曹
源
寺
に
て
、
岡
山
県
同
宗
連
主
催

研
修
会
に
参
加
、
中
嶌
哲
演
師
の
講
演
を
聞
き
、

ま
た
同
師
と
お
話
し
な
ど
す
る
。

６
／
20　

山
口
県
岩
国
市
へ
。
ナ
グ
プ
ー
ル
に

て
佐
々
井
師
と
旧
交
の
あ
る
旅
行
家
石
本
謙
爾

氏
と
会
う
。
ご
一
緒
に
白
蛇
神
社
を
参
拝
し
、

白
蛇
展
示
室
を
見
学
。
お
守
り
等
と
共
に
白
蛇

の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
購
入
し
、
お
手
ず
か
ら
白
蛇

大
明
神
と
開
眼
さ
れ
る
。
こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

肌
身
離
さ
ず
丁
重
に
扱
う
た
め
、
魂
魄
宿
り
、

何
度
も
本
物
と
間
違
え
た
宿
屋
の
女
将
さ
ん
達

が
驚
い
て
悲
鳴
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
下
関
市
壇
ノ
浦
に
臨
む
赤
間
神
宮

に
参
拝
。
安
徳
天
皇
由
縁
の
龍
宮
城
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
中
国
風
水
天
門
が
異
彩
を
放
つ
。
全
国

平
家
会
の
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
る
、
同
宮
の

大
司
権
禰
宜
様
と
面
会
。ご
病
身
な
が
ら
、
佐
々

井
師
の
平
家
と
の
因
縁
や
、
「
南
天
龍
宮
城
で

あ
る
ナ
グ
プ
ー
ル
に
、
平
家
の
慰
霊
碑
を
建
立

し
た
い
」
と
い
う
お
話
に
、
眼
を
輝
か
せ
な
が

ら
聞
き
入
ら
れ
、
「
命
あ
る
限
り
は
、
な
す
べ

き
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
今

後
の
ご
協
力
の
有
難
い
お
申
し
出
を
い
た
だ
く
。

　

秋
吉
台
に
立
ち
寄
り
、
地
獄
谷
の
針
山
の
ご

と
き
石
灰
岩
柱
を
見
る
。
萩
に
て
一
泊
。

６
／
21　

萩
か
ら
出
雲
へ
。
松
下
村
塾
、
吉
田

松
陰
記
念
館
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
（
角
石
）
大

断
層
、
日ひ

の
み
さ
き

御
碕
灯
台
を
見
学
。
龍
蛇
神
が
祭
神

で
あ
る
と
い
う
出
雲
国
日
御
碕
神
社
を
参
拝
。

お
土
産
物
屋
で
、
昔
高
尾
山
近
郊
に
住
ん
で
い

た
と
い
う
ご
主
人
夫
婦
と
話
し
込
む
。
佐
々
井

師
も
含
め
、
三
人
は
半
世
紀
前
に
同
じ
高
尾
山

の
近
く
に
い
た
の
だ
。
夜
は
立
久
恵
峡
の
宿
に

一
泊
。
日
本
と
は
思
え
な
い
位
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
い
、
巍ぎ

ぎ々

た
る
岸
壁
。

６
／
22　

朝
か
ら
須
佐
神
社
に
参
拝
。
大
杉
が

神
々
し
い
。
そ
れ
か
ら
広
島
県
に
移
動
し
、
三

次
は
鳳
源
寺
に
参
拝
。
赤
穂
浪
士
の
義
士
堂
や
、

瑤
泉
院
遺
髪
塔
等
に
回
向
。
そ
の
後
、
佐
伯
師

の
母
方
の
ご
親
戚
の
家
を
訪
ね
、
桓
武
平
家
の

流
れ
を
汲
む
家
系
図
と
、
秘
蔵
の
平
家
の
赤
旗
、

そ
の
他
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
。
続
い
て
佐

伯
師
の
ご
実
家
で
あ
る
、
神
石
郡
の
真
言
宗
醍

醐
派
長
命
密
寺
に
参
拝
。
佐
伯
師
の
ご
父
君
に

当
た
ら
れ
る
佐
伯
暢
哉
ご
住
職
様
と
再
会
。
今

は
亡
き
奥
様
の
お
墓
に
詣
で
ら
れ
、
ご
回
向
さ

れ
る
。

６
／
23　

長
命
密
寺
の
隣
に
あ
る
、
こ
ろ
こ
ろ

学
苑
ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
の
子
供
達
に
よ
る
お
遊

戯
、
沖
縄
の
エ
イ
サ
ー
を
鑑
賞
。
子
供
達
に
語

り
か
け
る
。
次
に
安
芸
高
田
市
八
千
代
町
佐
々

井
の
浄
土
真
宗
明
顕
寺
に
参
拝
。
ご
住
職
様
夫

妻
と
、
支
援
者
の
宍
戸
ご
夫
妻
に
再
会
す
る
。

そ
れ
か
ら
、
同
地
の
佐
々
井
厳
島
神
社
に
五
度

目
の
参
拝
に
訪
れ
、
浮
田
宮
司
様
及
び
氏
子
の

岡
山
氏
と
久
闊
を
叙
す
。
か
つ
て
宮
司
様
が
編

纂
さ
れ
た
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
佐
々
井

師
の
ル
ー
ツ
「
佐さ

さ

い

び

と

々
井
人
」
に
つ
い
て
貴
重
な

情
報
を
得
る
。
ま
た
、
普
段
は
拝
観
の
許
さ
れ

な
い
奥
殿
に
て
、
宗
像
三
女
神
を
祀
る
小
ぶ
り

な
古
社
を
拝
ま
せ
て
い
た
だ
く
。

６
／
24　

児
島
高
徳
の
生
誕
地
と
言
わ
れ
、
修

験
道
の
総
本
山
で
あ
っ
た
児
島
の
五
流
尊
瀧
院

に
参
拝
。
ま
た
、
近
代
の
神
仏
分
離
で
分
か
れ

た
熊
野
神
社
に
も
詣
で
、
後
鳥
羽
上
皇
供
養
塔

な
ど
を
見
て
回
る
。

６
／
25　

倉
敷
に
て
、
東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン

の
取
材
。
続
い
て
、
支
援
者
の
石
原
氏
、
藤
森

氏
と
一
緒
に
、
宇
喜
多
直
家
由
縁
の
新
庄
山
に

登
り
、
ま
た
石い

し
づ
ち
や
ま

鉄
山
に
石
原
氏
の
曽
祖
父
に
当

た
ら
れ
る
西
﨑
喜
代
治
翁
が
大
正
一
三
年
に
建

立
し
た
と
い
う
御
堂
に
参
拝
。
窓
を
開
け
放
ち
、

光
と
風
を
通
し
て
読
経
さ
れ
る
。
夕
方
、
取
材

一
件
。

　

翌
日
は
、
終
日
お
休
み
に
な
る
。

６
／
27　

坂
田
龍
晴
氏
の
運
転
に
て
、
古
い
日

本
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
古
書
を
渉
猟
。
夕
方
、
岡

山
県
議
会
議
員
の
方
々
の
訪
問
を
受
け
、
ま
た

坂
田
氏
と
奥
様
も
訪
ね
て
来
ら
れ
る
。
夜
、
空

手
の
滴
水
会
館
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
。

　

翌
日
、
再
び
東
京
へ
。



平成 27 年 8 月 30 日 ＲＹＵＺＯＫＵ 第４号 佐々井秀嶺上人一時帰国記念特大号 南天会 （6）

６
／
29　

四
年
前
に
訪
れ
た
被
災
地
の
現
状
を

目
の
当
り
に
す
べ
く
、
山
本
宗
補
氏
の
ご
案
内

で
東
北
へ
。
新
幹
線
で
先
ず
北
上
市
に
入
り
、

遠
野
を
経
て
大
槌
町
吉き

り

き

り

里
吉
里
へ
。
曹
洞
宗
吉

祥
寺
に
参
拝
し
、
高
橋
英
悟
ご
住
職
様
と
面
会
。

無
縁
仏
を
含
む
震
災
犠
牲
者
の
た
め
に
祈
り
を

捧
げ
る
。
高
橋
ご
住
職
様
と
東
屋
檀
家
総
代
様

に
被
災
地
区
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
江
岸
寺
の

広
大
な
墓
地
や
長
田
晴
山
作
の
涅
槃
像
に
立
派

な
供
養
塔
、
（
阪
神
淡
路
大
震
災
追
悼
の
灯
を

種
火
に
分
火
さ
れ
た
）
「
希
望
の
灯
り
」
等
に

祈
り
を
捧
げ
ら
れ
る
。
釜
石
に
移
動
。
四
年
前
、

大
き
な
タ
ン
カ
ー
船
が
岸
に
乗
り
上
げ
て
い
た

釜
石
製
鉄
所
跡
近
く
の
場
所
を
再
訪
。
真
っ
白

な
釜
石
観
音
も
遠
望
す
る
。
ま
た
、
佐
々
氏
師

自
身
、
津
波
避
難
場
所
へ
登
り
、
市
内
を
見
下

ろ
し
、
往
時
を
偲
ぶ
。

６
／
30　

大
船
渡
市
吉
浜
地
区
に
て
、
明
治
三

陸
大
津
波
の
碑
を
見
、
気
仙
沼
市
越
喜
来
を
訪

ね
る
。
復
興
工
事
を
見
下
ろ
す
高
台
で
、
毎
日

街
が
変
わ
っ
て
行
く
様
子
を
見
に
来
て
い
る
と

い
う
お
ば
あ
さ
ん
と
出
会
い
、
会
話
を
交
わ
さ

れ
た
。
陸
前
高
田
で
は
、
土
砂
を
運
ぶ
た
め
の

巨
大
な
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
複
合
体
を
見
る
。

次
い
で
南
三
陸
町
へ
。
津
波
で
骨
組
だ
け
に

な
っ
た
こ
の
防
災
庁
舎
前
の
祭
壇
前
に
て
読
経

回
向
供
養
。
佐
々
井
師
が
高
野
山
奥
之
院
で
授

か
っ
た
お
守
り
を
、
慰
霊
の
祭
壇
の
お
地
蔵
さ

ん
の
首
に
か
け
、
祈
る
。
折
し
も
、
同
防
災
庁

舎
を
取
り
壊
さ
ず
保
存
し
て
行
く
こ
と
を
町
長

が
発
表
す
る
日
で
、
た
ま
た
ま
防
災
庁
舎
前
に

居
合
わ
せ
た
朝
日
新
聞
社
記
者
か
ら
簡
単
な
取

材
を
受
け
る
。

　

石
巻
へ
。
津
波
後
に
発
生
し
た
火
災
の
被
害

に
あ
っ
た
旧
門
脇
小
学
校
跡
を
訪
ね
、
慰
霊
の

祭
壇
に
読
経
供
養
。
続
い
て
東
松
島
市
旧
野
蒜

駅
近
郊
を
再
訪
。
復
興
の
進
ま
な
い
空
き
地
で

祈
る
。
旧
駅
は
津
波
被
害
の
た
め
今
は
使
わ
れ

ず
、
他
の
場
所
に
移
転
し
て
い
た
。
福
島
県
ま

で
移
動
し
、
南
相
馬
市
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

７
／
１　

福
島
県
の
原
発
被
災
地
を
回
る
。
曹

洞
宗
同
慶
寺
に
参
拝
し
、
田
中
徳
雲
ご
住
職
様

と
面
会
。
近
く
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
。
先

ず
、
南
相
馬
市
の
広
大
な
除
染
土
集
積
場
を
見

る
。
除
染
土
が
黒
い
袋
に
詰
め
ら
れ
、
膨
大
な

数
に
及
ん
で
広
が
っ
て
い
る
。
浪
江
町
請
戸
港

近
く
の
路
傍
の
慰
霊
所
に
て
、
雨
の
中
、
読
経

供
養
。
そ
こ
か
ら
ま
た
、
放
射
性
ゴ
ミ
仮
焼
却

炉
を
間
近
に
見
る
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
排
気
塔
等
を
横
目
に
見
つ
つ
、
双
葉
町
、
大

熊
町
、
富
岡
町
を
車
で
走
り
過
ぎ
る
。
再
び
浪

江
町
に
入
り
、
希
望
の
牧
場
に
多
く
の
被
曝
牛

を
飼
い
続
け
る
吉
沢
正
巳
氏
を
訪
問
。
震
災
以

来
の
お
話
し
を
う
か
が
う
。

　

新
幹
線
に
て
上
野
を
経
て
、
宮
本
龍
勝
師
の

車
で
横
浜
へ
。
黒
澤
雄
太
氏
の
居
合
道
場
、
日

本
武
徳
院
の
お
稽
古
を
見
学
。

７
／
２　

午
前
、
毎
日
新
聞
社
の
取
材
。
午
後
、

オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ｈ
ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ｏ

ｈ
ａ
主
催
の
講
演
会
・
交
流
会
の
た
め
、
目
黒

の
五
百
羅
漢
寺
へ
。
松
雲
元
慶
禅
師
の
作
に
な

る
釈
迦
牟
尼
仏
と
脇
侍
の
両
菩
薩
、
そ
し
て
羅

漢
達
の
像
が
犇ひ

し

め
く
霊
鷲
山
を
模
し
た
本
堂
で
、

参
拝
後
、
各
宗
の
若
手
僧
侶
達
に
講
演
、
そ
れ

か
ら
質
問
を
受
け
交
流
す
る
。

７
／
３
～
４　

今
回
も
大
変
な
ご
支
援
を
受
け

た
織
田
隆
深
真
成
院
ご
住
職
様
、
奥
様
、
副
住

職
様
に
御
礼
と
別
れ
を
告
げ
、
新
幹
線
で
軽
井

沢
へ
。
上
田
市
日
蓮
宗
妙
光
寺
ご
住
職
宮
淵
泰

存
様
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、
長
野
県
の
多
く
の
支

援
者
の
皆
様
の
出
迎
え
を
受
け
る
。
鬼
押
し
出

し
に
て
団
扇
太
鼓
を
手
に
お
題
目
を
唱
え
、
活

火
山
噴
火
休
息
祈
願
を
厳
修
（
詳
細
は
別
項
）
。

　

小
山
奈
々
子
氏
の
ご
両
親
と
叔
母
様
、
「
か

よ
こ
桜
」
の
紙
芝
居
で
有
名
な
山
梨
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
「
さ
く
ら
座
」
代
表
の
古
屋
由
美
子

氏
達
の
訪
問
を
受
け
、
談
笑
。
祈
祷
を
行
う
。

　

夕
方
、
新
幹
線
で
上
野
へ
。
Ａ
Ｎ
Ａ
現
役
パ

イ
ロ
ッ
ト
で
あ
り
顕
本
法
華
宗
弘
通
所
法
華
行

者
の
会
主
宰
の
土
屋
信
裕
師
と
会
食
し
、
旧
交

を
温
め
る
。

７
／
５　

大
正
大
学
に
て
、
評
論
家
の
宮
崎
哲

弥
氏
と
対
談
。
六
〇
〇
人
も
の
聴
衆
が
詰
め
掛

け
、
大
成
功
を
収
め
る
。
別
報
告
を
参
照
さ
れ

た
い
。

７
／
６　

曹
洞
宗
宗
務
庁
に
て
講
演
を
行
う
。

最
後
に
篠
原
鋭
一
師
に
よ
る
総
括
の
言
葉
が
あ

り
、
満
場
の
拍
手
の
中
閉
会
す
る
。
取
材
の
後
、

横
浜
に
お
弟
子
の
髙
山
龍
智
師
を
訪
問
。
お
母

様
の
御
遺
影
に
向
か
い
、
懇
ろ
な
ご
回
向
を
手

向
け
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
登
嶋
巌
信
師
と
合
流

し
、
多
宝
仏
塔
と
如
意
宝
珠
と
法
華
経
に
つ
い

て
の
高
説
を
聞
く
。
佐
々
井
師
、
大
変
重
要
な

示
唆
を
得
た
由
。
夕
刻
、
『
女
性
自
身
』
誌
の

取
材
。

　

そ
の
後
、
弟
子
や
支
援
者
で
佐
々
井
師
を
囲

み
夕
食
。
日
本
滞
在
中
最
後
の
夜
を
過
ご
す
。

７
／
７　

成
田
空
港
に
て
、
弟
子
、
支
援
者
の

見
送
る
中
、
同
行
の
小
林
三
旅
氏
と
共
に
、
快

活
且
つ
健
康
に
、
再
び
イ
ン
ド
の
地
へ
と
飛
び

立
っ
て
行
か
れ
た
。

　

佐
々
井
師
の
こ
の
度
の
帰
国
は
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
多
忙
な
が
ら
も
、
健
康
を
恢
復
さ

れ
、
多
く
の
有
縁
の
方
々
と
再
会
、
ま
た
新
た

な
縁
を
結
ん
だ
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
最
重
要
目
的
で
あ
っ
た
高
野
山
講
演
会
と

大
正
大
学
で
の
対
談
の
両
方
と
も
、
大
成
功
の

裡
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
佐
々
井
バ

ン
テ
ー
ジ
ー
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
健
康
に
、
イ
ン

ド
の
仏
教
徒
や
わ
れ
ら
日
本
の
衆
生
を
導
き
、

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
の
奪
還
裁
判
や
、
南
天

鉄
塔
や
真
言
密
教
由
縁
の
遺
跡
の
発
掘
・
調
査

等
に
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
。
そ
し

て
、
ど
う
か
来
年
も
ま
た
お
元
気
に
、
日
本
へ

帰
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。



平成 27 年 8 月 30 日 ＲＹＵＺＯＫＵ 第４号 佐々井秀嶺上人一時帰国記念特大号 南天会（7）

　

こ
の
日
、
高
野
山
大
学
黎
明
館
松
下
講
堂
に

て
行
わ
れ
た
「
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
銅
像
建

立
奉
賛
・
佐
々
井
秀
嶺 

高
野
山
講
演
」
の
様

子
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
は
イ
ン
ド
仏
教
を
再
興
し
た
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
銅
像
建
立
記
念
と
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
機
に
最
も
相
応
し

い
人
物
と
し
て
佐
々
井
秀
嶺
上
人
が
招
待
さ
れ

ま
し
た
。

　

著
名
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
のtw

itter

や
有
名
サ

イ
ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

決
し
て
ア
ク
セ
ス
の
良
い
場
所
で
は
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
日
は
四
〇
〇
名
は
下
ら
な
い

数
の
方
が
聴
講
に
足
を
運
び
、
ま
た
当
日
の
模

様
が
ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
も
中
継
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
述
べ
六
万
人
を
超
え
る
視
聴
者
数
を
記

録
し
ま
し
た
。

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
像
へ

献
花
、
五
戒
文
読
経

　

マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
知
事
訪
日
と
像
建
立

は
あ
い
に
く
延
期
と
な
り
ま
し
た

が
、
上
人
は
そ
ん
な
こ
と
は
物
と

も
し
な
い
様
子
で
、
雨
上
が
り
の

曇
っ
た
空
の
下
、
肖
像
画
へ
の
献

花
と
読
経
を
行
な
い
ま
し
た
。
読

経
に
は
上
人
の
お
弟
子
の
一
人
で

あ
る
高
山
龍
智
師
と
と
も
に
在
日

イ
ン
ド
人
仏
教
徒
の
方
々
も
同
席

さ
れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

上
人
は
朝
に
面
会
さ
せ
て
頂
い

た
際
に
「
体
調
が
悪
い
」
と
い
う
言
葉
漏
ら
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
式
典
に
臨
ま
れ
読
経

に
入
ら
れ
る
と
、
そ
の
声
に
は
力
強
さ
が
こ

も
っ
て
い
る
の
は
流
石
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
献
花
の
後
、
い
よ
い
よ
、
今
回
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
一
部 

私
観
南
天
鉄
塔

　

上
人
は
ま
ず
壇
上
に
立
ち
、
こ
の
度
の
招
待

に
感
謝
と
恐
縮
の
意
を
述
べ
ら
れ
、
南
天
鉄
塔

に
つ
い
て
、
上
人
独
自
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
調

査
と
発
掘
の
経
緯
を
語
り
始
め
ま
し
た
。
こ
の

「
南
天
鉄
塔
」
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
た
め
詳

細
は
省
き
ま
す
が
、
か
つ
て
南
天
竺
に
存
在
し
、

大
乗
仏
教
の
発
祥
に
大
き
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ

る
、
仏
教
の
歴
史
の
中
で
も
重
要
な
意
味
を
持

つ
鉄
の
仏
塔
の
こ
と
で
す
。

　

上
人
は
開
口
一
番
か
ら
力
強
い
語
り
口
で
、

な
ぜ
南
天
鉄
塔
が
ナ
グ
プ
ー
ル
に
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
と
い
う
見
解
に
至
っ
た
の
か
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

上
人
の
語
り
口
は
「
佐
々
井
節
」
と
名
づ
け

て
も
い
い
く
ら
い
独
特
な
抑
揚
で
、
人
を
惹
き

つ
け
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
私
は
ネ
ッ
ト
上
の

動
画
で
上
人
の
過
去
の
講
演
を
拝
聴
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
生
で
拝
聴
す
る
の
は
初
め

で
し
た
。
ど
う
や
ら
長
旅
の
お
疲
れ
も
あ
っ
て

か
、
少
し
難
解
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ニ

コ
ニ
コ
動
画
視
聴
者
が
数
万
人
と
多
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
、
い
か
に
聞
く
者
の
心
を
捉
え
て

い
る
か
と
い
う
証
左
だ
と
深
く
感
じ
ま
し
た
。

　

上
人
は
壇
上
に
上
が
ら
れ
た
と
き
か
ら
一
向

に
座
る
様
子
も
な
く
、
一
時
間
以
上
立
ち
っ
ぱ

な
し
で
講
義
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
か
ら

は
旅
の
お
疲
れ
な
ど
感
じ
さ
せ
な
い
気
迫
が
あ

り
ま
し
た
。

 

笑
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
大
変
だ
っ
た
の
は

上
人
と
と
も
に
壇
上
に
上
が
っ
た
中
村
龍
海
さ

ん
。
上
人
に
つ
ら
れ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
た

の
か
、
彼
も
ま
た
終
始
立
ち
っ
ぱ
な
し
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
ご
愛
敬
で
し
た
が
、

最
後
の
補
足
説
明
が
理
路
整
然
と
し
て
い
て
、

ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
も
「
分
か
り
や
す
い
」
と
い

う
好
評
の
コ
メ
ン
ト
が
目
立
ち
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
流
れ
も
あ
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
動
画
上
で
は

中
村
さ
ん
も
大
人
気
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
公
演
内
容
と
関
連
の
あ
る
著

書
『
龍
樹
と
龍
猛
と
菩
提
達
磨
の
源
流
』
は
、

「
佐
々
井
節
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
生
の
言
葉
を

書
き
起
こ
し
た
、
佐
々
井
上
人
の
私
観
を
理
解

で
き
る
貴
重
な
資
料
だ
と
思
い
ま
す
。
是
非
手

に
と
っ
て
頂
き
た
い
一
冊
で
す
。

第
二
部 

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
と

現
代
イ
ン
ド
の
仏
教
徒

　

休
憩
を
挟
ん
で
始
ま
っ
た
第
二
部
。

　

当
日
は
各
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
研
究

者
の
方
々
の
講
演
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
ち

ら
に
つ
い
て
は
各
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
に

お
任
せ
し
、
今
回
は
佐
々
井
上
人
の
当
日
の
様

子
に
つ
い
て
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

開
始
早
々
、
急
に
沸
点
が
上
が
っ
た
か
の
よ

う
に
『
日
本
の
仏
教
は
駄
目
‼
』
と
い
う
一
喝

か
ら
始
ま
り
、
宗
派
を
分
け
て
活
動
す
る
の
で

は
な
く
、
統
一
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
を

強
く
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
存
在
と
功

績
が
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
憤
っ

て
居
ら
れ
る
ご
様
子
で
し
た
。
か
つ
て
ア
ン
ベ
ー

ド
カ
ル
博
士
の
支
持
者
は
イ
ン
ド
の
中
で
も
一

部
の
方
達
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

今
や
イ
ン
ド
全
土
を
越
え
、
世
界
で
称
え
ら
れ

て
い
る
の
に
、
と
嘆
い
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

第
三
部 

『
イ
ン
ド
仏
教
の
最
高
指
者

だ
け
ど
、
何
か
質
問
あ
る
？
』

高
野
山
か
ら
生
中
継

　

最
後
は
ニ
コ
ニ
コ
動
画
の
視
聴
者
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
第
３
部
。

　

相
変
わ
ら
ず
の
「
佐
々
井
節
」
で
、
真
摯
に

悩
み
に
答
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ニ
ー
ト
の
男
性
か
ら
の
「
ど
う
す
れ

ば
現
状
を
変
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
問
い
か
け
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に
対
し
、
上
人
の
お
答
え
は
「
外
に
出
て
歩
こ

う
」
と
い
う
も
の
。

　

さ
ら
に
、
「
恋
人
が
ほ
し
い
」
と
い
う
男
性

か
ら
の
質
問
に
は
、
ま
ず
は
声
を
か
け
て
お
茶

を
し
た
ら
い
い
と
い
う
ご
回
答
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
上
人
は
自
身
の
過
去
の
経
験
か

ら
「
恋
と
は
苦
し
い
も
の
だ
」
と
も
。
上
人
は

色
恋
沙
汰
に
事
欠
か
な
い
人
生
を
歩
ま
れ
て
き

た
よ
う
で
、
そ
う
い
っ
た
経
験
か
ら
か
、
こ
の

よ
う
な
言
葉
が
出
て
き
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

上
人
の
恋
愛
に
苦
悶
し
た
経
験
は
す
で
に
『
必

生 

闘
う
仏
教
』
や
『
破
天
』
な
ど
の
著
作
に

描
か
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
手
に
と
っ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
鬱
を
患
っ
た
女
性
か
ら
の
質
問
に

は
、
次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
。

　

「
歩
く
。
」

　

総
括
す
る
と
「
外
に
出
て
歩
き
、
す
れ
違
う

人
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お

話
を
す
る
。
こ
れ
が
人
生
に
迷
っ
た
時
の
処
方

箋
だ
」
と
上
人
は
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

な
ん
だ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
も
聞
こ
え
ま
し
た

が
、
上
人
自
身
も
人
生
に
苦
悶
し
、
実
践
の
中

で
生
き
て
こ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
の
だ
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
今
す
ぐ
取
り
組
め
る
と
こ
ろ
が
ま

た
上
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

閉　

演

 
講
演
終
了
後
は
会
場
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方

達
と
一
緒
に
写
真
を
撮
ら
れ
た
り
、
談
笑
し
た

り
と
交
流
さ
れ
、
良
い
雰
囲
気
の
ま
ま
、
終
演

と
な
り
ま
し
た
。

 

朝
か
ら
夕
刻
ま
で
と
長
時
間
の
講
演
で
し
た

が
、
疲
れ
た
様
子
も
見
せ
る
こ
と
な
く
、
講
演

を
や
り
遂
げ
ら
れ
た
齢
八
十
の
上
人
に
感
嘆
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

ま
た
、
ニ
コ
ニ
コ
生

放
送
を
通
じ
て
さ
ら
に

多
く
の
方
に
も
佐
々
井

秀
嶺
と
い
う
存
在
と
こ

れ
ま
で
の
功
績
を
認
知

さ
れ
た
こ
と
が
、
今
後
、

上
人
の
支
持
・
支
援
の

和
が
広
が
る
布
石
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
し
た
。

　

七
月
三
日
、
佐
々
井
秀
嶺
上
人
を
軽
井
沢
駅

に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
小
林
三
旅
氏
、
中
村
龍

海
氏
も
同
行
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
山
本
宗

補
氏
は
奥
様
と
ご
一
緒
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
井
上
人
は
昨
年
死
ぬ
程
の
大
病
を
さ
れ
た

と
は
と
て
も
思
え
な
い
お
元
気
そ
う
な
足
取
り

で
す
。
ま
た
こ
う
し
て
信
州
を
訪
れ
下
さ
れ
る

と
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
本
年
六
月
十
一
日
、
浅
間
山
の
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
が
２
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
佐
々
井
秀
嶺
上
人
を
お
招
き
し
て
、
活

火
山
噴
火
休
息
祈
願
を
計
画
し
ま
し
た
。
本
年

は
、
天
明
三
年
七
月
八
日
（
新
暦
一
七
八
三
年

八
月
五
日
）
の
浅
間
山
大
噴
火
の
二
三
三
回
忌

に
当
た
り
ま
す
。
併
せ
て
慰
霊
供
養
を
行
う
こ

と
に
。

　

ま
ず
鬼
押
出
し
園
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ

は
、
浅
間
山
大
噴
火
に
よ
り
流
出
し
た
溶
岩
流

の
名
残
で
、
奇
岩
が
見
ら
れ
ま
す
。
園
内
に
は

浅
間
山
観
音
堂
、
天
明
爆
発
供
養
塔
が
あ
り
ま

す
。
目
指
す
供
養
塔
は
入
り
口
か
ら
約
二
キ
ロ
、

か
な
り
坂
道
を
上
り
ま
す
。
佐
々
井
上
人
は
歩

い
て
い
く
と
い
わ
れ
た
の
で
す
が
、
中
村
龍
海

さ
ん
が
車
椅
子
を
押
し
て
登
り
は
じ
め
ま
し
た
。

途
中
雨
も
強
く
な
り
、
ま
た
浅
間
山
も
雲
に
覆

わ
れ
て
見
え
な
い
の
で
、
観
音
堂
の
見
え
る

カ
ー
ブ
で
、
団
扇
太
鼓
を
打
っ
て
南
無
妙
法
蓮

華
経
の
お
題
目
を
唱
え
、
物
故
者
の
慰
霊
供
養

を
致
し
、
ま
た
浅
間
山
の
方
向
に
向
か
っ
て
お

題
目
を
唱
え
活
火
山
噴
火
休
息
を
祈
り
ま
し
た
。

　

次
に
そ
こ
か
ら
車
で
十
五
分
程
の
所
に
あ
る

鎌
原
観
音
堂
に
行
き
ま
し
た
。

　

鎌
原
村
は
天
明
三
年
浅
間
山
大
噴
火
の
と
き
、

土
石
な
だ
れ
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
観
音
堂
は
、
丘
の
上
に
あ
っ
た
た
め

残
っ
た
も
の
で
、
当
時
五
十
段
あ
っ
た
石
段
は
、

土
石
な
だ
れ
に
よ
り
十
五
段
し
か
地
上
に
現
れ

て
い
ま
せ
ん
。
爆
発
と
同
時
に
こ
こ
へ
難
を
の

が
れ
て
助
か
っ
た
村
人
は
、
当
時
住
ん
で
い
た

五
七
〇
人
の
内
、
わ
ず
か
九
十
三
人
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
こ
の
観
音
堂
に
避
難
し
た
村
人
が

生
き
残
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
村
人
を
守
っ
た
奇

跡
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
当

佐
々
井
秀
嶺
上
人

７
月
３
～
４
日
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時
の
建
物
の
ま
ま
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
塔
婆
・
御
札
・
花
・
お
供
物
を
供
え
、

天
明
三
年
七
月
八
日
浅
間
山
大
噴
火
被
災
横
死

の
諸
精
霊
の
二
三
三
回
忌
の
追
善
供
養
を
行
い

ま
し
た
。
皆
で
パ
ー
リ
ー
語
で
礼
拝
文
・
三
帰

依
文
・
五
戒
文
を
唱
え
、
団
扇
太
鼓
で
お
題
目

を
唱
え
、
御
回
向
致
し
ま
し
た
。
併
せ
て
平
成

二
十
六
年
九
月
二
十
七
日
、
御
嶽
山
噴
火
被
災

横
死
の
諸
精
霊
の
新
盆
会
の
追
善
供
養
も
祈
り

ま
し
た
。
地
元
の
軽
井
沢
妙
順
寺
古
屋
野
順
友

上
人
、
佐
久
市
立
正
寺
浅
川
寛
祥
上
人
に
も
ご

列
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
た
ま
た
ま
来
ら
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、

イ
ン
ド
か
ら
来
ら
れ
た
高
僧
佐
々
井
秀
嶺
に
出

会
え
た
こ
と
を
大
変
感
激
さ
れ
記
念
撮
影
。
一

期
一
会
で
す
ね
。

　

地
元
の
奉
仕
会
の
皆
様
か
ら
心
暖
か
い
お
茶

や
漬
物
な
ど
の
ふ
る
ま
い
を
受
け
ま
し
た
。
先

人
の
被
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
防
災
に
取

り
組
み
、
自
他
共
に
安
穏
な
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
心
が
け
る
決
意
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
「
そ
ば
う
ど
ん 

水
車
」
で
少
し

遅
い
昼
食
。
佐
々
井
上
人
が
そ
ば
が
大
好
き
で

良
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
「
パ
ン
工
房
六
角
堂
」

と
い
う
と
て
も
お
い
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
が
あ
り
、

そ
こ
の
あ
ん
パ
ン
が
天
下
一
品
と
お
話
し
す
る

と
、
佐
々
井
上
人
は
「
あ
ん
パ
ン
が
大
好
物

だ
」
と
お
っ
し
ゃ
り
昼
食
後
で
し
た
が
早
速
１

つ
「
こ
れ
は
う
ま
い
」
と
言
っ
て
食
べ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
浅
間
火
山
博
物
館
で
資

料
購
入
し
、
小
諸
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

車
の
中
で
、
私
が
「
御
代
田
町
に
は
龍
の

道
の
伝
説
が
あ
る
」
と
お
話
し
し
た
こ
と
か

ら
、
急
遽
そ
の
場
所
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
場
所
と
は
、
「
真
楽
寺　

大
沼
の
池

　

甲
賀
三
郎
伝
説
」
で
、
な
ん
と
山
本
宗
補
さ

ん
の
菩
提
寺
で
あ
り
ま
し
た
。
雨
上
が
り
の
午

後
、
大
沼
は
木
漏
れ
日
の
中
龍
頭
と
宝
珠
が
浮

か
び
上
が
り
幻
想
的
な
輝
き
を
発
し
て
い
ま
し

た
。
佐
々
井
上
人
は
大
沼
の
池
の
湧
水
を
口
に

含
み
そ
の
霊
気
を
取
り
込
ん
だ
か
の
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。

　

後
で
気
が
つ
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
真
楽
寺

は
奈
良
時
代
に
浅
間
山
噴
火
沈
静
の
祈
祷
所
と

し
て
建
立
さ
れ
た
古
刹
で
、
今
日
の
御
祈
願
に

是
非
と
も
立
ち
寄
る
べ
き
所
だ
っ
た
の
で
し
た
。

 

甲
賀
三
郎
伝
説

浅
間
山
の
麓
に
住
ん
で
い
た
甲
賀
三

郎
は
兄
二
人
に
騙
さ
れ
蓼
科
山
の
深

い
穴
へ
と
落
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
地
底
を
さ
ま
よ
い
歩
い
た
三
郎

は
一
筋
の
光
を
見
つ
け
懐
か
し
い
地

上
へ
と
頭
を
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
が

真
楽
寺
の
大
沼
の
池
で
す
。
自
分
の

姿
を
水
面
に
映
す
と
龍
に
と
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
龍
に
変
わ
っ
た
三
郎

は
愛
す
る
妻
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
三
郎
の
妻
も
三
郎
を
探
し
求
め

諏
訪
湖
に
身
を
投
じ
て
龍
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
知
っ
た
三
郎

は
喜
び
勇
ん
で
諏
訪
湖
に
行
き
妻
と

巡
り
合
っ
て
湖
の
中
で
仲
睦
ま
じ
く

暮
ら
し
ま
し
た
。

（
御
代
田
町
の
観
光
ガ
イ
ド
引
用
）

 　

そ
の
後
、
小
諸
城
址
懐
古
園
に
行
き
ま
し
た
。

時
間
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
佐
々
井
上
人
は

人
力
車
に
乗
っ
て
城
址
内
を
一
回
り
。
戻
っ
て

き
た
と
き
は
な
ぜ
か
少
し
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。

車
に
乗
る
と
「
小
諸
駅
の
前
を
回
っ
て
く
れ
」

と
仰
る
。
何
か
女
性
と
の
思
い
出
の
地
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

上
田
市
に
到
着
し
た
の
は
午
後
六
時
。
そ
の

ま
ま
上
田
温
泉
ホ
テ
ル
祥
園
に
入
り
佐
々
井

秀
嶺
上
人
歓
迎
会
。
こ
の
日
は
、
ホ
テ
ル
で

月
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
日
で
、
「
真
田

幸
村　

信
州
上
田
お
も
て
な
し
武
将
隊
」
の

シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
々
井
上
人
も
一
緒

に
シ
ョ
ー
の
中
に
。

　

七
月
四
日
は
、
上
田
城
跡
公
園
を
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
真
田

信
之
の
正
室
小
松
姫
の
墓
と
、
仙
石
家
の
霊
廟

も
参
拝
。
戦
国
武
将
に
詳
し
い
佐
々
井
上
人
に

驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　

そ
の
後
、
当
山
妙
光
寺
に
お
越
し
頂
き
ま
し

た
。
広
島
城
浅
野
家
よ
り
上
田
城
仙
石
家
に
、

厳
島
弁
財
天
を
ご
捧
持
さ
れ
た
亀
姫
様
に
ち
な

ん
で
、
製
作
し
た
白
亀
様
を
な
で
て
神
力
増
進

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
白は

っ

き亀
は
毛も

う
ほ
う宝

が
恩

を
報ほ

う

ず
」
と
い
う
中
国
の
故
事
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
ま
た
昨
年
建
立
し
た
永
代
供
養
塔
「
霊

鷲
山
」
に
も
入
魂
の
お
題
目
を
唱
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

妙
光
寺
檀
徒
の
皆
さ
ん
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都

合
の
つ
く
時
間
に
ご
参
加
を
頂
き
、
ま
た
佐
々

井
秀
嶺
上
人
に
是
非
お
会
い
し
た
い
と
遠
方
よ

り
三
組
の
方
々
が
訪
ね
て
こ
ら
れ
賑
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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撮影：山本宗補

　

評
論
家
の
宮
崎
哲
弥
氏
は
、
自
他
共
に
認
め

る
仏
教
者
で
あ
り
、
仏
教
に
つ
い
て
の
著
作
も

多
数
お
持
ち
で
、
佐
々
井
師
と
の
対
談
も
以
前

に
経
験
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
対
談

の
た
め
に
、
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
大
勢
の
方
が

詰
め
掛
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
イ
ベ
ン
ト
の
裏
側
で
支
え
の
中
心

と
な
り
、
盛
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の

山
本
昌
子
さ
ん
に
、
こ
の
一
日
を
振
り
返
っ
て

の
思
い
を
綴
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
対
談
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紙
面

に
於
き
ま
し
て
は
非
公
開
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。
（
編
集
部
）

　

七
月
五
日
（
日
）
、
梅
雨
の
小
雨
が
晴
れ
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
板
橋
駅
か
ら
大
正
大

学
へ
向
か
っ
た
。
数
日
前
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
佐
々
井
秀
嶺
資
料
室
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

信
し
、
「
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
か
？
」
と
問
い
合
わ
せ
て
、
午
前
の
準
備

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
初
め
て
訪

れ
る
場
所
、
初
め
て
会
う
人
た
ち
、
自
分
が
何

を
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
ま
だ
分
か
ら
な
い
…

そ
ん
な
緊
張
と
期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
朝
だ
っ

た
。

　

対
談
会
場
の
礼ら

い
は
い
ど
う

拝
堂
は
、
正
門
を
く
ぐ
っ
て

銀
杏
並
木
の
向
こ
う
に
あ
っ
た
。
礼
拝
堂
の
ド

ア
を
開
け
る
と
大
き
な
『
求
法
高
僧
東
帰
図
』

（
平
山
郁
夫
原
画
）
に
衝
撃
を
受
け
て
見
入
っ

て
し
ま
っ
た
。
天
竺
求
法
の
旅
か
ら
中
国
へ
東

に
向
っ
て
帰
る
砂
漠
を
行
く
集
団
の
僧
た
ち
の

姿
を
描
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
う
つ
む
き
加
減

で
足
を
引
き
ず
る
よ
う
な
姿
は
、
集
団
で
あ
り

な
が
ら
孤
独
を
強
烈
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ

た
。

 　

こ
の
日
の
役
割
は
関
連
書
籍
の
販
売
と
な
っ

た
。
六
月
に
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
龍
樹
と

龍
猛
と
菩
提
達
磨
の
源
流
』
や
人
気
の
『
破

天
』
だ
け
で
な
く
、
一
九
九
三
年
発
行
の
『
夜

明
け
へ
の
道
』
（
岡
本
文
良
著
）
が
準
備
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
は
南
天
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
発
行

元
の
出
版
社
か
ら
在
庫
五
〇
冊
を
自
費
で
仕
入

れ
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
。
私
も
こ
の
時
初
め

て
手
に
し
た
の
だ
が
、
第
四
〇
回
（
一
九
九
四

年
度
）
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

で
中
学
生
の
課
題
図
書
に
選
ば
れ
て
お
り
、
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
生
い
立
ち
か
ら
佐
々
井

師
の
イ
ン
ド
で
の
活
動
ま
で
が
易
し
く
書
か
れ

て
い
る
。
イ
ン
ド
で
の
仏
教
を
語
る
際
に
カ
ー

ス
ト
差
別
の
説
明
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
出
来

な
い
た
め
、
若
者
に
推
薦
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り

と
思
わ
れ
た
。
再
び
注
目
さ
れ
て
増
刷
が
叶
う

こ
と
を
願
う
。

　

さ
て
、
私
が
佐
々
井
師
を
知
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、
山
際
素
男
さ
ん
の
イ
ン
ド
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
著
書
だ
っ
た
。
そ
の
中

に
『
破
天
』
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
九

年
六
月
に
佐
々
井
師
が
四
十
五
年
ぶ
り
に
帰
国

し
て
い
て
講
演
会
は
あ
と
二
回
し
か
な
い
、
と

い
う
情
報
が
耳
に
入
っ
た
。
な
ぜ
だ
か
こ
の
機

会
を
逃
し
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
持
に
駆
ら

れ
て
、
龍
谷
大
学
で
の
講
演
会
へ
と
新
幹
線
に

乗
っ
た
。
「
私
た
ち
に
何
が
出
来
る
で
し
ょ
う

か
？
」
と
い
う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
一
度

ナ
グ
プ
ー
ル
に
来
て
み
る
と
い
い
で
す
よ
」
と

会
場
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
ら
れ
た
の
で
、
ま

た
し
て
も
な
ぜ
だ
か
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う

な
気
が
し
て
九
月
に
は
一
週
間
の
休
み
を
取
っ

て
ナ
グ
プ
ー
ル
に
飛
ん
だ
の
だ
っ
た
。

ナ
グ
プ
ー
ル
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
四
〇
度
を
超

え
る
灼
熱
、
既
婚
女
性
た
ち
、
若
者
た
ち
、
イ

ン
ド
の
発
展
、
格
差
な
ど
身
を
も
っ
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
佐
々
井
師
の
元
を
訪

れ
る
日
本
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
別
れ
も
経
験

し
た
。
何
度
も
訪
印
で
き
る
自
分
が
幸
運
で
あ

る
こ
と
を
感
謝
し
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
模

索
し
続
け
て
い
る
。

　

大
正
大
学
で
の
対
談
の
お
手
伝
い
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
と
の
縁
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
佐
々
井
師
に
何
か
を
感
じ
て
行
動
を
起
こ

し
て
い
る
。
各
人
の
話
を
聞
い
て
感
心
す
る
こ
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と
ば
か
り
だ
。
無
知
で
独
り
善
が
り
な
私
は
、

誰
か
日
本
人
が
ナ
グ
プ
ー
ル
に
移
り
住
ん
で

佐
々
井
師
を
お
助
け
し
な
け
れ
ば
！ 

貯
金
が

な
い
！ 
と
息
巻
い
て
い
た
時
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
こ
と
、
出
来
る
こ

と
を
無
欲
で
行
動
に
表
す
こ
と
が
肝
心
な
の
だ

と
今
で
は
考
え
て
い
る
。

　

佐
々
井
秀
嶺
師
と
い
う
稀
有
な
人
物
と
の
出

会
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
大
な
り
小
な
り

の
影
響
を
与
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。だ
か
ら
、

私
は
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
さ
な
い
の

だ
。
「
ね
え
、
ス
ゴ
い
人
が
い
る
の
よ
。
ち
ょ
っ

と
（
本
を
）
読
ん
で
み
な
い
？
」
と
。

　

一
億
人
と
も
言
わ
れ
る
イ
ン
ド
仏
教
の
最
高

指
導
者
で
あ
る
佐
々
井
秀
嶺
師
が
、
つ
い
に
我

が
道
場
に
あ
ら
わ
れ
た
。

　

ま
さ
に
嵐
の
よ
う
に
出
現
し
た
と
い
う
感
じ

で
、
道
場
に
入
っ
て
く
る
な
り
、
上
座
に
お
わ

す
毘
沙
門
天
さ
ん
に
「
般
若
心
経
」
を
と
な
え
、

そ
の
場
を
一
瞬
に
し
て
バ
ン
テ
ー
ジ
独
特
の
異

空
間
に
か
え
た
。

　

バ
ン
テ
ー
ジ
と
は
、
イ
ン
ド
仏
教
で
い
う
師

の
尊
称
で
、
佐
々
井
秀
嶺
師
の
こ
と
を
イ
ン
ド

仏
教
徒
は
親
愛
を
こ
め
て
そ
う
呼
ぶ
。

　

バ
ン
テ
ー
ジ
と
私
は
師
弟
関
係
で
、
も
と
も

と
四
十
五
年
ぶ
り
の
帰
国
の
際
に
バ
ン
テ
ー
ジ

の
前
で
奉
納
演
武
を
し
た
の
が
ご
縁
の
は
じ
ま

り
だ
。

　

そ
の
時
に
「
あ
な
た
の
剣
を
持
つ
姿
か
ら
、

龍
が
雲
に
登
っ
て
駆
け
抜
け
て
い
く
さ
ま
が
見

え
た
。
よ
っ
て
龍
雲
と
い
う
法
名
を
授
け
よ
う
」

と
お
っ
し
ゃ
り
、
有
難
い
名
前
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
御
礼
も
か
ね
て
、
バ
ン
テ
ー
ジ
が
イ
ン
ド

の
本
拠
地
ナ
グ
プ
ー
ル
に
建
立
し
た
龍
樹
菩
薩

大
寺
へ
壱
剣
を
奉
納
す
る
た
め
、
道
場
の
有
志

と
と
も
に
訪
れ
た
。

　

そ
の
後
も
、
刀
好
き
の
バ
ン
テ
ー
ジ
の
た
め

に
正
宗
、
貞
宗
、
村
正
の
刀
を
見
て
い
た
だ
い

た
り
、
友
人
の
刀
鍛
冶
の
好
意
で
、
刀
作
り
を

体
験
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
。

　

去
年
の
夏
、
バ
ン
テ
ー
ジ
が
危
篤
状
態
に

な
っ
た
と
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
大
変
心
配
し
た

が
、
や
は
り
ま
だ
大
き
な
役
目
が
残
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
、
す
っ
か
り
お
元
気
に
な
ら
れ
、
今

回
の
一
時
帰
国
と
な
っ
た
。

　

お
元
気
に
な
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
、
今
年

八
十
歳
で
、
短
期
間
と
は
い
え
、
危
篤
状
態
に

な
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
ど
こ
ま
で
体
調
や
氣
が

復
活
し
て
お
ら
れ
る
の
か
、
正
直
心
配
で
は

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
う
れ
し
い
こ
と
に
杞
憂
に

終
わ
っ
た
。

　

バ
ン
テ
ー
ジ
の
氣
と
、
道
場
の
氣
が
ま
ざ
り

あ
っ
て
、
得
難
い
特
別
な
時
間
と
な
っ
た
。

こ
の
時
間
は
私
に
と
っ
て
、
多
く
の
教
え
と
そ

の
実
践
を
示
し
、
背
中
を
押
し
、
底
を
抜
く
覚

悟
を
迫
る
も
の
だ
っ
た
。

　

か
つ
て
、
山
岡
鉄
舟
の
弟
子
で
あ
っ
た
小
倉

鉄
樹
は
師
の
こ
と
を
敬
意
を
こ
め
て
「
お
れ
の

師
匠
」
と
呼
ん
だ
。

　

そ
の
故
事
に
な
ら
っ
て
、
私
も
バ
ン
テ
ー
ジ

の
こ
と
を
こ
う
呼
ぼ
う
。
「
オ
レ
の
師
匠
」
。

※ 

日
本
武
徳
院
ブ
ロ
グ
『
道
場
バ
ン
ザ
イ
』
よ
り

許
可
を
得
て
転
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
（
編
集
部
）

　

７
／
18　

曇 

時
々 

雨

　

《
イ
ン
ド
へ
再
入
国
》

　

直
通
で
あ
れ
ば
九
〜
十
時
間
で
デ
リ
ー
へ
着

く
と
こ
ろ
、
私
は
格
安
航
空
券
の
為
に
、
デ
リ
ー

ま
で
約
十
六
時
間
。
デ
リ
ー
空
港
で
国
内
航
空

出
発
ま
で
約
七
時
間
待
っ
て
、
搭
乗
後
も
、
出

発
ま
で
機
内
で
一
．
五
時
間
。
よ
う
や
く
離
陸
。

　

日
本
か
ら
凡
そ
一
日
か
か
っ
て
ラ
イ
プ
ー
ル

に
到
着
。
出
迎
え
て
下
さ
っ
た
ナ
ン
デ
ィ
シ
ュ

ワ
ル
夫
婦
を
大
分
お
待
た
せ
し
て
し
ま
い
、
そ

こ
か
ら
車
で
三
時
間
。
結
局
、
日
本
か
ら
凡
そ

一
日
半
が
か
り
で
ラ
イ
プ
ー
ル
に
到
着
。
よ
う

や
く
懐
か
し
の
お
寺
に
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
。

　

イ
ン
ド
は
丁
度
雨
季
に
入
っ
た
よ
う
で
、
一

時
の
死
者
の
出
た
と
い
う
殺
人
熱
波
は
過
ぎ
、

雲
が
垂
れ
込
め
、
雨
が
時
に
ザ
ザ
ザ
ー
っ
と
、

シ
ル
プ
ル
よ
り
。

　
　
　
　

イ
ン
ド
・
シ
ル
プ
ル
在
住

平
野
文
興(

大
顕
龍
興)

オ
レ
の
師
匠

日
本
武
徳
院
試
斬
居
合
道

師
範
・
剣
士　

黒
澤
雄
太

７
月
１
日
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時
に
シ
ト
シ
ト
と
降
っ
て
ま
す
。
日
本
は
丁
度

梅
雨
が
明
け
た
よ
う
で
、
暑
さ
が
増
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
す
ず
し
い
で
す
。

　

凡
そ
五
ヶ
月
ぶ
り
に
戻
っ
た
お
寺
は
案
の

定
、
蜘
蛛
の
巣
が
張
り
、
埃
だ
ら
け
で
、
ヤ
モ

リ
の
糞
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
プ
ル
は
、
寺
周
辺
の
田
ん
ぼ
で
は
折
し

も
田
植
え
が
始
ま
り
、
お
寺
の
屋
上
か
ら
見
え

る
景
色
は
、
こ
こ
を
出
た
時
は
乾
季
の
時
の

埃
っ
ぽ
い
黄
土
色
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
雨

で
樹
々
も
埃
が
落
ち
、
草
が
伸
び
て
、
あ
た
り

一
面
黄
緑
色
に
塗
り
替
え
ら
れ
、
田
ん
ぼ
の
中

で
は
色
と
り
ど
り
の
サ
リ
ー
を
つ
け
た
女
性
た

ち
が
十
五
、
六
人
列
に
な
り
、
時
折
降
っ
て
く

る
雨
の
中
、
腰
を
か
が
め
て
苗
を
植
え
て
い
ま

す
。
眺
め
て
い
る
ぶ
ん
に
は
、
一
面
薄
緑
色
の

な
か
、
青
、
黄
色
、
紫
、
ピ
ン
ク
、
赤
、
緑
、

な
ど
、
色
と
り
ど
り
が
動
い
て
綺
麗
な
の
で
す

が
、
あ
の
サ
リ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
で
は
作
業
し

に
く
い
の
で
は
？　

な
ど
と
他
人
事
な
が
ら

思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

五
ヶ
月
前
こ
こ
を
出
る
時
、
産
ま
れ
て
一
ヶ

月
く
ら
い
の
全
身
茶
色
い
子
犬
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し

て
い
た
の
で
す
が
、
結
構
大
き
く
な
っ
て
い

て
、
寺
に
入
っ
た
私
に
さ
か
ん
に
吠
え
、
威
嚇

し
て
う
る
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、
餌
を
与
え
た

ら
急
に
な
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
余
程
お
腹

が
空
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
の
食
べ

方
は
、
お
ず
お
ず
し
な
が
ら
に
じ
り
寄
っ
て
き

て
、
時
々
私
を
上
目
遣
い
で
見
な
が
ら
、
ガ
ツ

ガ
ツ
し
て
ま
し
た
。

　

野
良
犬
同
士
の
喧
嘩
の
怪
我
か
？　

病
気

か
？　

腰
の
あ
た
り
の
毛
が
広
く
抜
け
て
い

て
、
肌
が
ピ
ン
ク
色
に
現
れ
て
い
ま
す
。
痛
い

の
か
、
痒
い
の
か
、
と
き
ど
き
ペ
ロ
ペ
ロ
舐
め

て
ま
す
。
ス
タ
イ
ル
も
毛
な
み
も
良
い
と
は
言

え
な
い
し
、
顔
つ
き
も
何
時
も
何
か
に
怯
え
て

い
る
よ
う
な
目
を
し
て
い
て
、
か
わ
い
そ
う
な

気
が
し
ま
す
。
最
初
は
頭
を
撫
で
る
の
も
た
め

ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
お
寺
で
飼
う
事
が
で
き
れ
ば
、
私
の
慰

み
に
な
っ
て
良
い
が
…
…
と
思
っ
て
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
初
め
て
来
た
頃
、
庭
に
大
き
な

野
良
牛
が
入
っ
て
来
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
出
て
行
っ
た
後
に
は
、
土
産
物
が
四
個

ほ
ど
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
人
達
が
や

る
様
に
、
さ
す
が
に
素
手
で
つ
か
ん
で
、
干
し

て
燃
料
に
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

野
良
牛
は
子
牛
で
あ
っ
て
も
飼
え
ま
せ
ん
で

す
。

　

真
っ
黒
顏
で
、
尾
っ
ぽ
の
長
〜
い
猿
の
集
団

も
、
子
連
れ
で
十
頭
位
、
時
折
や
っ
て
来
ま
す
。

　

寺
の
道
路
側
に
植
え
て
あ
る
ア
シ
ョ
ー
カ
ツ

リ
ー
の
高
い
と
こ
ろ
を
飛
び
回
っ
て
ま
す
。
空

中
を
飛
ぶ
時
、
赤
ち
ゃ
ん
ざ
る
は
、
よ
く
も
ま

あ
落
ち
ず
に
し
っ
か
り
掴
ま
っ
て
い
る
も
ん

だ
！　

と
感
心
し
て
見
て
ま
す
。

　

木
か
ら
降
り
て
き
て
、
据
え
て
あ
る
水
の
タ

ン
ク
の
ふ
た
を
開
け
て
飲
ん
で
い
た
り
、
私
の

サ
ン
ダ
ル
を
持
っ
て
行
っ
た
り
、
隣
の
家
の

せ
っ
か
く
育
っ
た
作
物
を
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
や
っ

て
い
ま
す
。
村
人
に
至
る
と
こ
ろ
で
追
い
回
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

子
猿
だ
っ
た
ら
、
飼
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

７
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《
佐
々
井
上
人
来
訪
》

　

佐
々
井
上
人
が
今
日
、
ナ
ン
デ
ィ
シ
ュ
ワ
ル

夫
婦
と
来
ら
れ
、
日
本
で
お
会
い
し
た
時
よ
り

さ
ら
に
お
元
気
な
様
子
で
す
。
パ
ワ
フ
ル
で
す
。

日
本
で
の
思
い
出
話
な
ど
楽
し
く
お
聞
き
し
ま

し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
遠
路
は
る
ば
る
ナ
グ
プ
ー
ル

か
ら
来
て
下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
多
分
、
十
時

間
く
ら
い
は
か
か
っ
た
の
で
は
？　

と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
お
気
持
ち
に
は
た
だ
た
だ
、
感
謝

す
る
の
み
で
す
。

　

そ
の
時
の
雑
談
の
中
で
、
私
の
歯
科
技
工
士

の
資
格
を
活
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

で
き

る
事
な
ら
、
こ
の
お
寺
で
入
れ
歯
作
り
が
出
来

れ
ば
…
…
と
上
人
に
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
は
良
い
事
だ
。
多
く
の
人
が
入
れ
歯
で
困
っ

て
い
る
。
だ
け
ど
、
シ
ル
プ
ル
は
み
ん
な
金
は

な
い
ぞ
！　

と
の
お
話
で
し
た
が
、
無
い
人
か

ら
は
、
貰
え
ま
せ
ん
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
で
す
。
と
お
応
え
し
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
寺
の
庭
で
、
ラ
イ
プ
ー
ル
と
い
う

街
な
ど
か
ら
、
お
医
者
様
が
四
、
五
人
来
ら
れ
、

村
の
人
た
ち
に
無
料
の
診
療
所
を
開
設
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
機
会
に
歯
医
者
さ
ん
と
コ
ン

タ
ク
ト
を
と
っ
て
、
な
ん
と
か
住
民
の
方
々
の

役
に
立
て
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、
【
シ
ル
プ
ル

で
の
仏
教
復
興
活
動
】
に
繋
げ
ら
れ
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ク
リ
ア
ー
す
べ
き
問
題
が

数
多
く
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
な
ん
と
か
実

現
し
た
い
も
の
で
す
。

以
上
。
で
は
ま
た
。

シ
ル
プ
ル
よ
り
。

『龍族』 では、 会員様各位からの寄稿を随時受け付けております。

　冬頃にお届けとなる予定の次号『龍族』５号に向けて、佐々井上人に対する思い、
研究の成果など、皆様からの自由な投稿を受け付けております。

　特にその間、インドでは「大改宗式」も行われます。もしインドへ行かれて人々の
熱気渦巻く様子を目の当たりにされましたら、その興奮をぜひ一筆したためて事務局
までお送り下さい。写真や、現地の新聞記事などの素材も併せてお送り下さると、よ
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私
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
ナ
ー
グ
プ
ル
を
訪
問
し
、

ト
ー
タ
ル
で
二
年
間
ほ
ど
現
地
に
滞
在
し
て
調
査

を
し
て
き
ま
し
た
。
人
類
学
的
な
見
地
か
ら
佐
々

井
秀
嶺
さ
ん
と
仏
教
徒
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
す
。

　
　

現
代
と
は
ど
う
い
う
時
代
か

　

近
代
は
前
期
近
代
と
後
期
近
代
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
、
今
の
時
代
は
後
期
近
代
と
い
う
状
況
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
期
近
代
と
は
科

学
技
術
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
人
間
の
生
活
が
ど

ん
ど
ん
向
上
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
た
時
代
の
こ

と
で
、
そ
れ
に
対
し
後
期
近
代
と
は
科
学
技
術
の

発
展
が
必
ず
し
も
人
間
の
生
活
向
上
に
つ
な
が
ら

な
い
状
況
、
そ
う
い
う
時
代
が
後
期
近
代
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
一
九
九
〇
年
代
以
降

に
後
期
近
代
に
入
った
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
特

に
二
〇
一
一
年
の
大
震
災
そ
し
て
原
子
力
発
電

所
の
事
故
以
降
そ
の
状
況
が
は
っ
き
り
と
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
高
速
道
路
を
作
っ
た
り
、

ト
ン
ネ
ル
を
作
った
り
し
て
い
け
ば
ど
ん
ど
ん
豊
か

に
な
り
何
も
問
題
が
な
く
な
る
と
思
って
い
た
の
で

す
が
、
実
は
高
速
道
路
も
老
朽
化
し
て
い
き
い
つ

か
は
崩
れ
て
し
ま
う
、
そ
う
し
た
危
険
性
が
実

は
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
作
って
い
っ

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
原
子
炉
も
そ
う
で
す
し

建
築
物
も
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
科
学
技
術

が
発
達
し
て
も
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
、
そ

う
い
う
時
代
の
中
を
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
期
近
代
社
会
に
お
い
て
、
我
々
は
ど
の
よ

う
な
生
き
方
を
す
れ
ば
未
来
に
つ
な
が
って
い
け
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
佐
々
井
秀
嶺
さ
ん
の
活
動

を
通
し
て
考
え
て
い
き
た
い
、
そ
れ
が
私
の
研
究

テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
日
本
で
生
ま
れ
た
佐
々
井

さ
ん
は
、
も
と
も
と

「
不
可
触
民
」
か
ら
仏
教

に
改
宗
し
た
ナ
ー
グ
プ
ル
の
人
々
に
よ
る
運
動
の

当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
非
当
事

者
が
ど
う
し
て
当
事
者
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
。
そ

こ
に
介
在
す
る
思
想
と
い
う
も
の
が
、
科
学
技
術

に
よ
る
発
展
を
追
い
求
め
て
き
た
近
代
的
な
考
え

方
と
は
違
う
何
か
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

差
別
と
は
何
か

　

次
に
理
論
的
背
景
と
し
て
差
別
と
い
う
の
は
な

ん
な
の
か
、
と
い
う
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
教
育
を

あ
た
え
た
り
、
経
済
的
な
援
助
を
し
た
り
し
て
、

偏
見
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
差
別
論
と
呼
ば
れ
る
研
究

の
な
か
で
は
偏
見
を
な
く
し
て
も
差
別
は
な
く
な

ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
差
別
論
で
は

「
あ
な
た

は
私
と
違
う
人
で
あ
る
」
と
排
除
す
る
こ
と
、
そ

の
行
為
が
差
別
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
、
ア
メ

リ
カ
で
は
人
種
差
別
に
対
す
る
抗
議
運
動

（
昨

年
八
月
、
米
ミ
ズ
ー
リ
州
で
少
年
を
射
殺
し
た

警
官
へ
の
無
罪
判
決
に
対
す
る
抗
議
運
動
）
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
事
例
に
話
し
て
み

ま
す
。
た
と
え
ば

「黒
人
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

は
暴
力
的
だ
と
考
え
ら
れ
た
り
す
る
。
そ
れ
が

偏
見
で
す
が
、
こ
の
偏
見
を
な

く
せ
ば
差
別
は
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
教
育
を
施
し

た
り
経
済
的
援
助
を
し
た
り
し

ま
す
。
し
か
し
ま
た
別
の
理
由

を
つ
く
って

「白
人
」
と
「黒
人
」

を
分
け
、
別
々
の
存
在
だ
と
し

て
し
ま
う
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
人
々
が

「
黒
人
は
暴
力
的
だ
」
と
い
う
偏

見
を
持
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
と

き
に
、
何
が
起
き
る
か
と
い
う
と
、

そ
の
暴
力
的
で
あ
る
と
さ
れ
る

人
た
ち
が
自
分
た
ち
は
暴
力
的

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
問

題
な
の
は
差
別
を
す
る
側
で
あ

る
の
に
、
差
別
を
さ
れ
る
側
が

そ
れ
対
し
て
、
違
い
ま
す
よ
と

言
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
な
ぜ

差
別
さ
れ
る
側
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
ん
だ
って
こ
と
で
す
。

　

で
は
差
別
を
な
く
す
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。
「
黒
人
」
と

「
白
人
」
を
別
の
存
在
と
し
て

排
除
す
る
行
動
を
ま
ず
無
く
さ
な
く
て
は
い
け

な
い
、
と
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
白
人
」
と

「
黒
人
」
が
別
々
で

「
白
人
」
に

対
し
て

「
黒
人
」
が
抗
議
活
動
を
し
て
い
る
と
考

え
て
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
た
と
え

ば
抗
議
活
動
を
し
て
い
る
人
は

「
黒
人
」
と
呼
ば

れ
る
人
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
昨
日
見
た
ニ
ュ
ー

第
２
回　

南
天
会
交
流
会　

講
演

「
現
代
イ
ン
ド
を
生
き
る
仏
教
僧 

佐
々
井
秀
嶺
と

仏
教
徒
た
ち
の
取
り
組
み
」

筑
波
大
学
人
文
社
会
系
助
教　

根ね

も

と本

達
た
つ
し

平
成
26
年
12
月
６
日　

於　

東
京 

真
成
院
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ス
で
は
、
「
ミ
ズ
ー
リ
州
で
は
抗
議
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
」
と
、
最
後
に
キ
ャ
ス
タ
ー
が
な
ん
と

言
った
か
と
い
う
と
、
「今
、
黒
人
社
会
で
は
怒
り

が
渦
巻
い
て
い
ま
す
」
と
言
った
ん
で
す
。
じ
ゃ
あ

「
黒
人
社
会
」
と
い
う
と
ど
ん
な
社
会
な
ん
だ
ろ

う
と
思
う
わ
け
で
す
。
実
際
に
抗
議
活
動
し
て
い

る
人
の
中
に
は

「
白
人
」
も

「
ア
ジ
ア
系
」
と
言

わ
れ
る
人
も
い
ま
す
。
な
ぜ
か
ニ
ュ
ー
ス
で
は

「
黒

人
社
会
が
怒
って
い
ま
す
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
「白

人
」
と

「
黒
人
」
が
別
々
の
存
在
で
あ
っ
て
そ
こ

で
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
を
自
分
た

ち
が
ど
う
し
て
も
持
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
こ

と
に
疑
い
を
持
っ
て
い
こ
う
と
、
差
別
論
の
中
で
は

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
反
差
別
運
動
の
過
程
で
は
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
こ
と
が
行
わ

れ
ま
す
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
自
分
が
ど
う
い

う
存
在
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
共
通
す
る
仲
間
を
集
め
て
運
動
し
よ
う
と
す

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン
ド
の
仏
教

徒
が
仏
教
徒
同
士
で
、
障
害
者
が
障
害
者
同
士

で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
な
ど
で
女
性
が
女
性
同
士

で
団
結
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
運
動
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。
こ
の
運
動
を
通
じ
て
差
別
を
受
け
て
き
た

人
々
は
自
己
の
尊
厳
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
仏
教
徒
が
仏
教
徒
だ
け
、
障
害
者
が

障
害
者
だ
け
、
女
性
が
女
性
だ
け
で
か
た
ま
って

い
る
と
い
う
状
況
に
は
、
実
は
他
の
人
と
の
連
帯

が
難
し
く
な
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
運
動
は
女
性
の
問
題
だ
か
ら
女
性
に
ま

か
せ
て
お
け
ば
い
い
、
障
害
者
の
運
動
も
障
害
者

の
も
の
な
ん
だ
か
ら
皆
さ
ん
が
ん
ば
って
く
だ
さ
い
、

わ
れ
わ
れ
は
見
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
ふ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

は
そ
う
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ

た
問
題
を
ど
う
や
って
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
い
う
二
元
論
的
思
考
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
と
。

差
別
を
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
中
で
も
さ
ら
に
差

別
を
す
る
人
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
あ
る
場

所
で
は
差
別
を
す
る
側
で
あ
っ
て
も
別
の
場
所
で

は
差
別
を
さ
れ
る
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
、

そ
う
し
た
社
会
の
複
雑
な
で
き
ご
と
を
み
ん
な
で

認
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　

イ
ン
ド
仏
教
徒
の
歩
み

　

こ
れ
ら
の
事
を
前
提
と
し
て
イ
ン
ド
仏
教
徒
に

よ
る
反
差
別
運
動
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

佐
々
井
さ
ん
が
活
動
し
て
い
る
の
は
マ
ハ
ー
ラ
ー

シ
ュ
ト
ラ
州
の
ナ
ー
グ
プ
ル
市
と
い
う
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
こ
は
一
九
五
六
年
十
月
に
Ｂ
・Ｒ
・ア
ン
ベ
ー

ド
カ
ル
を
指
導
者
と
し
て
三
十
万
人
以
上
の
「不

可
触
民
」
が
仏
教
に
集
団
改
宗
し
た
場
所
で
す
。

ナ
ー
グ
プ
ル
は
仏
教
運
動
の
中
心
地
で
す
が
、
他

宗
教
の
信
仰
も
盛
ん
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
右
翼
団

体
の
本
部
が
あ
った
り
、
植
民
地
時
代
か
ら
キ
リ

ス
ト
教
の
布
教
が
行
わ
れ
て
い
た
り
、
多
く
の
宗

教
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
と
な
って
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
ナ
ー
グ

プ
ル
県
の
人
口
四
〇
〇
万
人
の
う
ち
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
が
七
十
五
％
、
仏
教
徒
が
十
四
．
四
％
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
七
．
二
九
％
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

が
〇
．
七
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
総

人
口
に
お
け
る
仏
教
徒
の
割
合
は
同
調
査
で
〇
．

七
七
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ナ
ー
グ
プ
ル
県
の

一
四
．
四
％
と
い
う
の
は
も
の
凄
い
数
で
す
。
こ
れ

だ
け
の
数
が
い
る
と
い
う
の
は
、
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル

の
改
宗
運
動
が
あ
った
か
ら
と
い
う
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
ド
は
二
十
世
紀
前
半
に
独
立
運
動
が
起
こ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
重
要
な
人
物
と
し
て

三
人
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
番
有
名
な

の
は
ガ
ン
デ
ィ
ー
で
す
ね
。
マ
ハ
ー
ト
マ
ー

（
偉
大

な
魂
）
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
も
う

ひ
と
り
が
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ー
ル
・
ネ
ル
ー
、
イ
ン
ド
の

初
代
首
相
で
す
。
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト

（
学
者
）
と
呼

ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
り
が
ア
ン
ベ
ー
ド

カ
ル
で
す
。
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
は
バ
ー
バ
ー
サ
ー
ヘ
ブ

（
父
な
る
指
導
者
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
だ
れ

の
父
か
と
言
い
ま
す
と

「
不
可
触
民
の
父
」
と
な

り
ま
す
。

　

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
は
一
八
九
一
年
、
最
も
差
別

を
受
け
て
い
る

「
不
可
触
民
」
の
マ
ハ
ー
ル
と
い
う

カ
ー
ス
ト
に
生
ま
れ
、
自
分
や
親
族
た
ち
が
様
々

な
差
別
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
ま
す
。
そ

の
後
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
そ
こ

で
不
可
触
民
と
し
て
差
別
を
さ
れ
な
い
世
界
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
の
で
す
。
一
九
二
〇
年
代
後

半
に

「
不
可
触
民
」
解
放
運
動
を
始
め
、
マ
ハ
ー

ド
の
チ
ャ
ヴ
ダ
ー
ル
貯
水
池
解
放
運
動
や
ナ
ー
シ

ク
の
カ
ー
ラ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
立
ち
入
り
運
動
と
い

う
の
を
行
い
ま
す
。
一
九
三
五
年
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
か
ら
の
改
宗
を
宣
言
し
、
一
九
三
六
年
に
は

『
カ
ー
ス
ト
の
絶
滅
』
と
い
う
本
を
出
版
し
ま
す
。

一
九
四
七
年
イ
ン
ド
独
立
後
、
法
務
大
臣
に
任

命
さ
れ
憲
法
起
草
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
し

ま
す
。
現
在
の
イ
ン
ド
の
憲
法
に
は

「
不
可
触

民
」
制
の
廃
止
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
か
を

「
不
可
触
民
」
と
呼
ん
で
差
別
を
し
て
い
く
こ
と

を
絶
対
に
や
って
は
い
け
な
い
と
憲
法
に
明
記
し
ま

し
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
カ
ー
ス
ト
差
別
の
禁
止
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
集
団
が
違
っ
て
も
そ
の

間
で
は
差
別
を
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
九
五
六
年
十
月
に

ナ
ー
グ
プ
ル
市
で
仏
教
に
集
団
改
宗
。
そ
の
と
き

に

「二
十
二
の
誓
い
」
と
い
う
の
を
宣
誓
し
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
二
ヶ
月
後
に
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
は
亡

く
な
って
し
ま
い
ま
す
。
一
九
五
七
年
に
ア
ン
ベ
ー

ド
カ
ル
が
最
後
に
残
し
た

『ブ
ッ
ダ
と
そ
の
ダ
ン
マ
』

と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
ま
す
が
、
仏
教
徒
た
ち
の

活
動
は
、
そ
の
生
み
の
親
で
あ
る
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル

博
士
を
失
い
、
停
滞
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
時

の
こ
と
を
ナ
ー
グ
プ
ル
の
仏
教
徒
は

「
空
白
の
十

年
間
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
十
年
後
に
何
が

あ
った
か
。
佐
々
井
秀
嶺
さ
ん
が
や
って
来
た
の
で

す
。
以
後
、
再
び
仏
教
徒
た
ち
の
運
動
は
盛
り

上
が
って
い
き
ま
し
た
。

　
　

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
教
え

　

今
の
仏
教
徒
た
ち
は
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
二
冊
の
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本
や

「
二
十
二
の
誓
い
」
を
読
む
こ
と
で
仏
教
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
一
九
三
六
年
に
ア
ン
ベ
ー
ド

カ
ル
が
記
し
た

『
カ
ー
ス
ト
の
絶
滅
』
。
そ
こ
で

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
改
革
を
目
指

し
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
持
つ
差
別
的
側
面
を
厳
し
く

批
判
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

『
ブ
ッ
ダ
と
そ
の
ダ
ン

マ
』
。
仏
教
を

「
自
由
、
平
等
、
博
愛
の
宗
教
」

と
し
て
信
仰
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

と

「
二
十
二
の
誓
い
」
は
仏
教
へ
の
改
宗
方
法
を

示
し
た
も
の
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
破
棄
し
て
仏

教
に
改
宗
す
る
過
程
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
神
様
の
力
で
病

気
を
治
し
、
苦
悩
を
な
す
と
い
う
信
仰
が
強
い
の

で
す
が
、
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
教
え
の
一
つ
の
特
徴

は
そ
う
い
う
神
様
の
超
自
然
的
な
力
は
存
在
し
な

い
、
そ
う
い
う
信
仰
の
否
定
が
あ
り
ま
す
。
仏
教

徒
は

「
不
可
触
民
」
と
し
て
差
別
さ
れ
て
き
た

わ
け
で
す
が
、
平
等
や
科
学
を
重
視
す
る
仏
教

に
従
い
差
別
と
闘
って
乗
り
越
え
よ
う
、
ア
ン
ベ
ー

ド
カ
ル
は
そ
う
い
っ
た
意
識
を
仏
教
徒
に
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　
　

新
た
な
課
題

　

仏
教
徒
た
ち
は
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
教
え
に
よ
り
、

自
ら
の
被
差
別
経
験
に
基
づ
い
て
相
手
の
過
ち
を

正
し
、
仏
教
徒
と
し
て
の
社
会
的
地
位
を
勝
ち

取
って
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の

「
差
別
と
迷
信
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

に
対
す
る
科
学
と
平
等
の
仏
教
」
と
い
う
対
立

構
造
は
、
現
在
い
く
つ
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
先
ほ
ど
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
が
か
か
え
て
い
る
問
題
と
重
な
る
の
で
す

が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
否
定
し
て
仏
教
を
肯
定
し

て
い
く
運
動
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

を
否
定
す
る
と
い
う
側
面
が
重
要
視
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
う
す
る
と
、
現
地
で
仏
教
徒
を
助
け
た

い
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
も
い
る
の
で
す
が
、
そ

う
い
う
人
た
ち
と
連
帯
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
課
題
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
逆
に
仏
教
徒
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
を
助
け

る
こ
と
も
難
し
く
な
って
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
強
く
否
定
す
る
と
い
う

態
度
が
、
仏
教
徒
た
ち
の
内
部
に
新
た
な
分
裂

を
生
ん
で
い
く
と
い
う
状
況
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
例
を
紹
介
す
る
と
、
二
〇
〇
五
年
の

ナ
ー
グ
プ
ル
に
お
け
る
改
宗
記
念
日
を
調
査
し
た

と
き
の
こ
と
で
す
が
、
改
宗
式
に
集
ま
った
群
衆
の

中
に
、
手
に
カ
ミ
ソ
リ
を
持
っ
て
人
々
の
手
首
に

目
を
向
け
て
い
る
仏
教
徒
活
動
家

（
ア
ン
ベ
ー
ド

カ
ラ
イ
ト
と
い
う
）
が
い
ま
し
た
。
こ
の
仏
教
徒

活
動
家
は
手
首
に
紐
や
腕
輪
を
巻
い
て
い
る
仏
教

徒
を
見
つ
け
る
と
、
「あ
な
た
は
仏
教
徒
で
す
か
？ 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
す
か
？
」
と
尋
ね
、
「
仏
教

徒
」
と
答
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
紐
は
迷
信
に
基

づ
い
た
慣
習
だ
と
説
明
し
、
仏
教
徒
で
あ
る
な
ら

ば
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
、
カ
ミ
ソ

リ
を
手
渡
し
紐
を
切
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
に
集
ま
った
多
く
の
仏
教
徒

の
中
に
は
、
群
衆
の
中
に
隠
れ
た
り
、
手
首
か
ら

紐
を
外
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
り
す
る
人
、
ま

た

「
こ
れ
は
母
親
が
巻
い
て
く
れ
た
も
の
だ
か
ら
」

と
い
って
切
る
こ
と
を
拒
否
す
る
人
も
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
人
た
ち
は
病
気
や
悩
み
を
神
様
の
力
で
な

ん
と
か
解
決
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
が
、
ア
ン
ベ
ー

ド
カ
ラ
イ
ト
た
ち
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
捨
て
き

れ
て
い
な
い
「
半
仏
教
徒

・
半
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
」

と
呼
ん
で
批
判
し
ま
す
。
ま
た
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル

博
士
の
教
え
に
忠
実
で
な
い
「
裏
切
り
者
」
と
呼

ん
だ
り
も
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
は
、
差
別

と
闘
う
は
ず
の
仏
教
徒
の
内
部
に
新
た
な
差
別
を

生
む
と
い
う
矛
盾
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
仏
教
徒
た
ち
は
、
そ
の
運
動
に
お
い
て

こ
の
よ
う
な
課
題
も
抱
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
　

佐
々
井
秀
嶺
の
神
話
的
思
考

　

現
在
は
後
期
近
代
と
言
わ
れ
、
科
学
技
術
へ
の

信
頼
に
疑
問
が
生
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。
３
・
11
に
原
子
炉
が
津
波
に
襲

わ
れ
て
、
人
間
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ

た
。
科
学
技
術
の
限
界
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、

じ
ゃ
あ
科
学
技
術
と
は
別
の
考
え
方
、
ど
の
よ
う

な
考
え
方
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
＝
ス

ト
ロ
ー
ス
の
神
話
的
思
考
と
い
う
考
え
方
が
あ
り

ま
す
（一
九
七
六
『野
生
の
思
考
』
み
す
ず
書
房
）
。

　

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
、
あ
る
も
の
の
意

味
が
明
確
に
一
つ
に
決
ま
っ
て
い
て
、
別
の
も
の
と

は
重
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
科
学
的
思
考
の
特
徴

の
一
つ
で
す
。
例
え
ば
車
を
作
る
時
に
車
の
設
計

図
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
窓
が
あ
っ
た

り
、
ネ
ジ
が
あ
った
り
、
エ
ン
ジ
ン
が
あ
った
り
し
て
、

そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
も
の
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
時
に
ネ
ジ
は
使
い
方
が
決
ま
って
い
て
、
ネ
ジ

と
し
て
し
か
使
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
科
学
的
思

考
で
す
。

　

神
話
的
思
考
と
い
う
の
は
そ
れ
と
は
別
で
す
。

こ
れ
と
こ
れ
が
似
て
い
る
か
ら
一
緒
に
使
お
う
と

か
、
こ
れ
と
こ
れ
が
近
く
に
あ
る
か
ら
一
緒
に
使
っ

て
み
よ
う
と
か
、
そ
う
い
っ
た
考
え
方
が
神
話
的

思
考
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

次
の
佐
々
井
さ
ん
の
話
を
す
る
と
皆
さ
ん
に
す

ぐ
に
わ
か
っ
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。
「
私
は
こ
ど

も
の
頃
に
大
病
に
な
っ
て
、
毎
日
、
赤
い
眼
を
し

た
蛇
の
心
臓
を
食
べ
、
牛
を
煮
た
ス
ー
プ
を
飲
み

ま
し
た
。
そ
れ
で
一
度
死
ん
で
生
き
返
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
心
臓
は
一
分
か
二
分
は
止
ま
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
蛇
の
心
臓
が
私
の

心
臓
に
な
り
、
牛
の
ス
ー
プ
が
私
の
体
に
な
り
ま

し
た
。
輪
廻
転
生
は
普
通
死
ん
で
か
ら
す
る
の

で
す
が
、
私
は
生
き
た
ま
ま
輪
廻
転
生
し
ま
し

た
。
仏
教
に
は
即
身
成
仏
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
私
は
生
き
返
っ
た
時
に
龍
樹
と
ア
ン
ベ
ー
ド

カ
ル
と
三
者
一
体
に
な
っ
た
の
で
す
。
蛇
の
心
臓

は
蛇
の
中
心
で
す
か
ら
、
龍
種
族

（
ナ
ー
ガ
）
の

首
都
を
さ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
仏
教
が
生
き

返
っ
た
ナ
ー
グ
プ
ル
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
ナ
ー
グ

プ
ル
の
周
辺
の
地
域
は

「
マ
ヒ
ン
シ
ャ
ッ
ク
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
〝
水
牛

（マ
ヒ
シ
ャ
）
の

国
〟
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
・
ダ
ロ
と

い
う
言
葉
が
伝
わ
って
く
る
間
に
マ
ヒ
ン
シ
ャ
ッ
ク
と

な
っ
た
の
で
す
。
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
・
ダ
ロ
の
遺
跡
か
ら
は

牛
に
関
す
る
も
の
が
多
く
出
て
い
ま
す
。
私
の
心
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臓
が
蛇
の
心
臓
で
、
ナ
ー
グ
プ
ル
を
指
し
、
私
の

体
が
牛
の
ス
ー
プ
で
き
て
い
て
、
マ
ヒ
ン
シ
ャ
ッ
ク
と

ぴ
った
り
あ
って
い
ま
す
。
そ
こ
で
仏
教
が
生
き
返

り
ま
し
た
。
す
べ
て
が
ぴ
った
り
と
あ
って
い
る
の
で

す
」
と
佐
々
井
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
佐
々
井
さ
ん
の
言
葉
の
意
味
で
す

け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば

「
不
可
触
民
」
へ
の
差
別

は
イ
ン
ド
の
問
題
だ
。
私
は
日
本
人
で
あ
っ
て
イ

ン
ド
人
で
は
な
い
。
だ
か
ら

「
不
可
触
民
」
の
問

題
は
自
分
の
問
題
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
科
学

的
で
合
理
的
な
思
考
で
す
。
一
方
で
佐
々
井
さ

ん
の
思
考
は
日
本
人
と
イ
ン
ド
人
を
分
け
て
考
え

る
と
い
っ
た
思
考
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
近
く
に
い

た
り
、
似
て
い
た
り
す
る
こ
と
、
そ
こ
が
重
要
視

さ
れ
る
。
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に

「
蛇
の
心

臓
で
で
き
た
自
分
の
心
臓
」
と

「
ナ
ー
ガ
族
の
首

都
で
あ
る
ナ
ー
グ
プ
ル
」
、
「
牛
の
ス
ー
プ
で
で
き
た

自
分
の
体
」
と

「
『
牛
の
国
』
で
あ
る
ナ
ー
グ
プ
ル

の
周
辺
地
域
」
、
「
自
分
が
輪
廻
転
生
す
る
こ
と
」

と

「仏
教
が
生
き
返
る
こ
と
」
が
類
似
し
て
い
る
。

　

似
て
い
る
こ
と
と
か
、
近
く
に
あ
る
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
の
が
佐
々

井
秀
嶺
さ
ん
の
考
え
方
な
ん
で
す
。

　

そ
れ
は
科
学
的
思
考
様
式
と
は
違
う
思
考
様

式
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
思

考
様
式
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
佐
々
井
秀
嶺
と

い
う
人
は
四
十
何
年
間
、
貧
し
い
地
域
に
住
ん
で

運
動
を
続
け
て
行
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
ん
で
す

ね
。

　

「私
の
仏
教
の
基
礎
は
日
本
で
の
苦
悩
に
あ
り
ま

す
。
自
分
よ
り
苦
悩
し
た
人
は
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
も
思
って
い
ま
す
。
求
道
し
、
ど
こ
ま
で
も

突
っ
込
ん
で
い
き
ま
し
た
が
、
い
く
ら
勉
強
し
て

も
苦
悩
が
出
て
来
ま
し
た
。
日
本
で
の
苦
悩
が

一
番
大
切
で
あ
り
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
今
の
活
動

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
『
不
可
触
民
』
と
呼
ば
れ

迫
害
さ
れ
て
き
た
彼
ら
も
み
な
苦
悩
を
持
っ
て
い

ま
す
。
彼
ら
も
立
派
な
人
間
な
の
で
す
。
そ
れ

を
何
千
年
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
『不
可
触
民
』

と
し
て
差
別
し
、
奴
隷
に
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
仏
教
者
と
し
て
傍
観
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
仏
道
者
と
は
学
問
を
す
る
者
で
は
な
く
、

口
で
言
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
実
践
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
迫
害
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
と
離

れ
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
密
着
し
て
な
く
て
は
い

け
な
い
。
日
本
の
人
た
ち
は
離
れ
て
い
て
、
お
金

を
あ
げ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
様

や
観
音
様
は
遠
く
に
い
る
人
で
も
泣
き
声
で
苦
し

み
が
分
か
り
ま
し
た
。
深
い
深
い
修
行
を
し
て
い

る
か
ら
、
ど
れ
だ
け
遠
く
に
離
れ
て
い
て
も
分
か

る
の
で
す
。
心
と
心
が
密
着
し
、
相
手
が
泣
け
ば

自
分
も
泣
く
、
同
体
大
悲
と
言
い
、
悲
し
み
は

慈
悲
の
極
み
で
す
。
悲
し
み
を
分
か
る
よ
う
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
佐
々
井
さ
ん
は
話

し
て
い
ま
す
。

　

心
と
心
が
密
着
す
る
、
あ
の
人
の
苦
悩
は
私
の

苦
悩
と
似
て
い
る
。
佐
々
井
さ
ん
は
こ
う
い
った
似

て
い
る
と
か
近
く
に
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
自
分
は

何
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
か
と
い
う
意
味
を
見

出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
思
考
様
式
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

佐
々
井
さ
ん
は
現
地
で
差
別
に
怒
っ
て
反
差
別

運
動
を
や
っ
て
い
る
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
そ
う
な

ん
で
す
。
そ
の
根
本
に
は
何
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、
自
分
は
彼
／
女
ら
の
近
く
に
い
る
、
自
分
と

彼
／
女
ら
は
似
て
い
る
、
そ
う
い
う
思
考
が
あ
り

ま
す
。
四
十
何
年
間
、
佐
々
井
さ
ん
は
現
地
に

い
て
仏
教
徒
の
近
く
に
い
ま
す
。
離
れ
て
い
た
ら

活
動
は
で
き
な
い
、
こ
れ
が
佐
々
井
さ
ん
の
思
考

の
根
本
に
あ
る
一
つ
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
運
動
の
継
承

　

ま
ず
皆
さ
ん
が
知
って
い
る
よ
う
に
佐
々
井
さ
ん

は
反
差
別
運
動
を
率
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
「
不

可
触
民
、
非
人
間
、
ハ
リ
ジ
ャ
ン
、
新
仏
教
徒

と
動
物
以
下
に
さ
い
な
ま
れ
、
卑
下
差
別
さ
れ
、

殺
さ
れ
、
辱
め
ら
れ
、
傷
つ
け
ら
れ
、
瓦
石
打

擲
を
受
け
、
食
う
に
米
麦
な
く
、
着
る
に
衣
類

な
し
、
住
む
に
家
な
き
極
貧
民
衆
」
と
佐
々
井

さ
ん
は
記
し
て
い
ま
す

（
二
〇
〇
四

「『
ブ
ッ
ダ
と

そ
の
ダ
ン
マ
』
再
刊
に
よ
せ
て
」
光
文
社
）
。
こ
こ

で
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
教
え
を
学
ん
だ
佐
々
井
さ

ん
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
差
別
的
側
面
へ
の
厳
し
い
批

判
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
佐
々
井
さ
ん
は
自
分

の
仏
教
を
闘
争
仏
教
と
呼
ん
で
弾
圧
を
受
け
た

人
々
の
人
間
回
復
、
差
別
か
ら
の
解
放
は
ア
ン
ベ
ー

ド
カ
ル
の
仏
教
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。
仏
教
徒
と
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
闘
う

た
め
に
反
差
別
運
動
を
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
か
ら
引

き
継
い
で
展
開
し
て
い
る
訳
で
す
。
そ
こ
で
は
佐
々

井
秀
嶺
と
い
う
人
と
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
と
は
重
な
っ

て
い
る
。
た
だ
佐
々
井
秀
嶺
と
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の

教
え
と
い
う
も
の
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
ず
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
実
は
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
運

動
を
更
に
展
開
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
も
の
で

は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
佐
々
井

秀
嶺
と
い
う
人
は
反
差
別
運
動
を
ア
ン
ベ
ー
ド
カ

ル
の
教
え
に
従
って
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
現
在

の
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
運
動
の
中
で
一
つ
ジ
レ
ン
マ
が

あ
り
ま
す
。
経
済
的
に
貧
し
か
った
人
た
ち
が
神

様
の
力
を
求
め
た
時
、
反
差
別
運
動
の
中
で
さ

ら
に
差
別
を
さ
れ
る
人
々
が
生
ま
れ
る
と
い
う
問

題
が
生
じ
て
し
ま
って
い
ま
す
。

　
　

〝
わ
か
る
″
と
い
う
こ
と

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
問
題
を
佐
々
井
秀
嶺
と
い
う

人
は
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
い
る
の
か
。
超
自
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然
的
な
力
に
よ
っ
て
病
気
や
苦
悩
を
取
り
除
く
、

そ
う
し
た
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
祝
福
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
現
地
で
ア
ー
シ
ィ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ダ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
小
林
三
旅
さ
ん
の
映
像
で
ご
覧

に
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
佐
々
井
さ
ん
は

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
教
え
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
と
話
し
つ
つ
、
人
々
の
頭
を
叩
い
て
祝

福
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

大
事
な
の
は
何
か
と
い
う
と
、
仏
教
徒
だ
け
で

な
く
、
実
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
な
ど
、
他
の
宗
教
の
人
た
ち
も

佐
々
井
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
祝
福
を
受
け
て

帰
る
ん
で
す
。
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
教
え
の
中
で
は

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
否
定
が
前
提
と
し
て
あ
り
、
仏

教
の
肯
定
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
佐
々
井
さ
ん
も

差
別
を
無
く
そ
う
と
い
う
場
面
で
は
ア
ン
ベ
ー
ド

カ
ル
の
教
え
に
従
い
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
闘
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
留
ま
ら
な
い
と

こ
ろ
が
一
つ
の
特
徴
で
、
差
別
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

相
手
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

も
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
で
も
、
ど
ん
な
宗
教
で
あ
っ
て

も
も
し
病
気
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
人
で
あ
れ
ば
、

自
分
は
全
て
の
人
を
救
い
ま
す
、
と
佐
々
井
さ
ん

は
言
う
ん
で
す
。
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え

ま
す
。
佐
々
井
さ
ん
は
合
理
的
で
科
学
的
な
論

理
を
大
事
に
持
っ
て
い
る
人
で
は
な
い
の
で
、
ど
ん

な
宗
教
の
人
で
あ
って
も
誰
で
も
い
い
ん
で
す
。
先

ほ
ど
話
を
し
た
神
話
的
思
考
で
す
。
自
分
の
近

く
に
来
て
、
自
分
と
同
じ
似
た
よ
う
な
苦
し
み

を
持
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
私
は
あ
な
た
を
助
け

ま
す
よ
、
と
い
う
訳
な
ん
で
す
。
ア
ン
ベ
ー
ド
カ

ル
の
教
え
を
支
持
す
る
仏
教
徒
活
動
家
が
現
在

か
か
え
て
い
る
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
を
、
佐
々
井
さ

ん
は
矛
盾
を
否
定
せ
ず
、
矛
盾
を
生
き
る
こ
と
で

乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。

　

「
頭
を
振
って
い
る
人
が
来
て
、
本
当
に
良
く
な
っ

て
帰
って
行
く
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
ぜ
起
こ
る

の
か
。
人
を
良
く
し
て
や
ろ
う
と
い
う
親
身
な
気

持
ち
。
そ
れ
が
彼
ら
に
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
は
若
い
頃
に
は
何
年
間
も
本

当
に
放
浪
し
て
い
ま
し
た
か
ら
。
日
本
全
国
を

回
っ
た
く
ら
い
で
す
。
学
校
に
行
っ
て
勉
強
し
よ

う
と
思
っ
て
も
、
苦
悩
が
湧
い
て
き
て
、
勉
強
が

で
き
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
った
宗
教
的
試
練
に
よ
っ

て
、
イ
ン
ド
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
学
問
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
宗
教
的
な
深
み
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
は

誰
に
も
負
け
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
私

の
本
命
で
す
か
ら
。
宗
教
人
の
本
領
と
は
、
〝
わ

か
る
〟
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
全
て
を
深
い
と
こ

ろ
ま
で
と
こ
と
ん
と
突
き
詰
め
て
い
く
。
人
の
苦

し
み
が
分
か
る
か
ら
こ
そ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
私
は
無
常
な
ん
て
言
葉
を
簡
単
に
使
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
見
て
い
る
と
苦
し
ん
で
い
る
の

が
分
か
る
か
ら

『
こ
っ
ち
へ
来
い
。
お
勤
め
し
て
や

る
か
ら
良
く
な
る
ぞ
』
と
言
う
の
で
す
。
す
る
と
、

次
の
日
に
は

『
ち
ょ
っ
と
良
く
な
り
ま
し
た
』
と

か
、
し
ば
ら
く
し
た
後
で

『
調
子
が
良
く
な
り

ま
し
た
』
な
ん
て
言
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
が

自
分
の
武
器
で
あ
り
、
持
っ
て
い
る
力
だ
と
思
う

の
で
す
。
若
い
頃
に
何
年
間
も
日
本
全
国
を
放

浪
し
た
こ
と
が
勉
強
に
な
って
い
る
の
で
す
ね
。
今

に
な
っ
て
思
え
ば
で
す
が
。
そ
の
時
は
本
当
に
つ

ら
か
っ
た
け
れ
ど
。
私
が
民
衆
に
頼
り
に
さ
れ
て

い
る
の
は
、
苦
し
み
、
悩
み
、
苦
悩
を
汲
ん
で
く

れ
る
人
と
思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
佐
々
井
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
　

差
別
即
平
等
、
平
等
即
差
別

　

で
は
、
最
後
に
佐
々
井
さ
ん
は
こ
の
矛
盾
し
た

あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
言
って
い
る
の
か
。

　

佐
々
井
秀
嶺
さ
ん
は
、
差
別
と
の
闘
争
を
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
、
す
べ
て
の

人
を
助
け
る
こ
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
、
「
差
別
即
平

等
、
平
等
即
差
別
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
し
て
い

ま
す
。

　

「
差
別
に
向
か
っ
て
闘
う
一
方
で
、
本
体
は
平

等
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
る
も
の

は
差
別
で
あ
り
、
闘
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

一
方
で
目
に
見
え
な
い
も
の
は
平
等
で
あ
る
わ
け

で
す
。
片
方
だ
け
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

両
方
を
見
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
差
別
と
の
闘

い
も
徹
底
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

し
て
平
等
も
徹
底
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
み
な
仲
良
く
平
等
に
暮
ら
し
て
い
く
べ
き
な

の
で
す
が
、
実
生
活
で
は
差
別
が
あ
り
、
同
じ

で
は
な
い
わ
け
で
す
。
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

差
別
の
立
場
か
ら
喧
嘩
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
方
、
差
別
と
闘
う
が
人
間
は
実
は
平
等
で
あ

る
わ
け
で
す
」
と
佐
々
井
さ
ん
は
言
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
佐
々
井
秀
嶺
と
い
う
人
は
、
差
別

と
平
等
と
い
う
矛
盾
す
る
二
つ
の
こ
と
を
同
時
に

生
き
よ
う
と
し
ま
す
。
も
と
も
と
世
界
は
矛
盾

し
て
い
て
、
こ
の
矛
盾
す
る
世
界
は
科
学
だ
け
で

は
説
明
で
き
な
い
。
そ
れ
を
自
分
で
は
っ
き
り
と

認
識
し
て
差
別
と
も
闘
う
し
、
平
等
も
徹
底
し

て
や
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

差
別
と
闘
う
と
い
う
の
は
、
平
等
が
達
成
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
差
別
と
闘
う
、
そ
こ
で
平
等
は
将

来
達
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
一
方
で
佐
々

井
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
現
時
点
で
平
等
で
あ

る
と
い
う
の
は
、
将
来
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く

て
、
今
ま
さ
に
こ
こ
に
平
等
が
実
現
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
二
つ
の
こ
と
は
本

当
に
矛
盾
し
て
い
る
ん
で
す
。
差
別
が
あ
る
、
そ

こ
で
闘
っ
て
将
来
平
等
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
と
同
時
に
今
こ
こ
に
す
で
に
平
等
と
い
う
も

の
が
実
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
宗
教
の
違
い
に
か
か
わ

ら
ず
全
て
の
人
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
。
大
事

な
の
は
全
て
の
人
を
受
け
入
れ
る
時
に
、
自
分
を

差
別
す
る
人
も
受
け
入
れ
る
。
自
分
を
い
じ
め
、

自
分
を
苦
し
め
る
人
も
自
分
と
平
等
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
相
手
を
受
け
入
れ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ

ん
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
行
く
中
で
は
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
や
る
べ
き
だ
と

佐
々
井
秀
嶺
さ
ん
は
言
って
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
う
い
う
矛
盾
し
た
二
つ
の
も
の
、
そ
の
両
者
を

同
時
に
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
の
が
佐
々
井
秀

嶺
と
い
う
人
の
生
き
方
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
を
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　

本
文
書
き
起
こ
し　

冨
士
玄
峰　

小
林
三
旅　

佐
伯
隆
快
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収入の部

摘要 金額

前期繰越金 233,394

会費 （振込以外） 60,000

会費 ・ 一時帰国支援金 （振込分） 1,024,268

一時帰国支援金 （振込以外） 840,000

５/ ３１交流会　カンパ 25,000

５/ ３１交流会　書籍売上 69,820

６/ １２神戸仏教徒青年会　書籍売上 20,000

６/ １４高野山講演　カンパ 56,362

６/ １４高野山講演　書籍売上 150,000

７/ ５大正大学対談　カンパ 13,651

７/ ５大正大学対談　書籍売上 44,000

その他　書籍売上 146,000

関係者宿泊代交通費等預かり 314,000

合計 2,996,495

支出の部

項目 詳細 金額

交通費

インド日本往復渡航費用 （2 名分） 199,320

国内移動 （鉄道利用） 98,550

タクシー代 25,180

その他車両関係費用 38,146

東北巡礼交通費 （新幹線 ・ レンタカー利用 5 名） ※ 159,610

小計 520,806

宿泊費

サンロード吉備路 （2 名 2 泊） 24,360

神戸プラザホテル （2 名） 15,854

高野山櫻池院 （上人、 招待者他） ※ 318,000

花園会館 （3 名） 23,220

萩美城浜荘 （4 名） ※ 23,760

出雲御所覧場 （4 名） ※ 24,600

東横イン倉敷 （2 名 2 泊） 20,136

アークホテル岡山 （随行者 1 名 3 泊） 34,792

釜石多田旅館 （5 名） 39,400

南相馬丸屋ホテル （5 名） ※ 23,500

小計 547,622

講演等

高野山講演費用 （チラシ作製、 生花、 スタッフ弁当代） 102,360

高野山講演バスツアー支払 73,820

大正大学対談費用 （会場費、 スタッフ昼食代） 103,014

倉敷インタビュー会場費 900

通信費 （各案内、 チラシ、 書籍発送等） 50,336

小計 330,430

その他

『龍樹と龍猛と菩提達磨』 ３００冊、 『日本行脚』 3 冊 536,400

上人購入品費 （書籍、 ＤＶＤ、 杖、 掛け軸、 カメラ等） 175,997

上人プリペイド携帯、 チャージ料金 26,458

食事代 13,759

インドへ荷物発送 （9 箱） 96,000

頼富師弔電 3,844

参拝寺院へ御供え 10,000

散髪代他 4,397

合計 2,261,869

宿泊提供

( 東京 ) 真成院様

( 岡山 ) 長泉寺様　( 新見 ) 遠山睦子様

高野山講演横断幕・写真パネル提供

　佐伯慎亮様

ホームページ更新費用寄付

　長谷川晃一様

滞在支援金振込者　※順不同敬称略

赤木宥子　赤坂隆証　朝倉誠　石川上　岩佐澄隆　漆間宣隆　岡本佳子　小川正子　

岸越秀任　栗林直子　小池一郎　小池悠貴衣　小山美津江　坂田暢子　坂田龍晴　

佐々木なおみ　宍戸末美　志村智子　進藤千鶴子　関口昌子　関口雄太　関口英弥　

関戸咲子　高尾恵子　武田英敬　武山博子　田中徳雲　田中秀康　登嶋巖信　

殿元健照　長坂公一　成田信勝　野田尚道　福瀬くに子　冨士玄峰　藤原博元　

古屋由美子　増田行治　桝野金治郎　松本喜裕　宮淵泰存　宮本慶通　柳父淑子　

山本和邦　吉村拓三　和田美也子

以上は滞在支援金の振込のあった方のお名前です。

直接供養された方、 佐々井上人へお布施された方のお名前は掲載いたしておりません。

※印の交通費、 宿泊費は、 随行者関係者からの預り金が含まれております。

◆南天会佐々井秀嶺師一時帰国２０１５会計報告 （４月１日～７月１３日）

この他、 各訪問先での宿泊、 食事、 車の提

供等、 たくさんの方々のご援助ご協力をいた

だきました。

また南天会世話人の方々には、 高野山講演

をはじめ交流会、 大正大学での対談などで、

多くのご協力をいただきました。

皆様のお名前を掲載できませんが、 この誌

面をお借りして御礼を申し上げます。

ありがとうございました。
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『夜明けへの道』

★第四十回青少年読書感想文

全国コンクール課題図書

岡本文良 作・こさかしげる 画

金の星社　1,300 円＋税

ISBN 978-4-323-01749-5

「なぜ、 ぼくたちマハール族だけがいじめられるのだろう？」 インド

に生まれた少年ビームは、 いつも考えていた。 同じインド人であり

ながら、 マハール族の者は人間としてあつかわれない。 差別にき

ずつきながらビームは成長し、 やがて、 しいたげられた大勢の人び

とのために立ち上がる―。 時はながれ、 ビームの志を受けつぐこと

になったのは、 ひとりの日本人の青年だった。 小学５ ・ ６年生から。

（「ＢＯＯＫ」 データベースより）

　佐々井秀嶺上人関連の書籍の中には、書店やインター
ネットでは手に入りづらくなっているものもございます。
　南天会として若干確保しております在庫を実費にてお分
けできる場合もございますので、南天会事務局までぜひお
問い合わせ下さい。
※ご用意なき場合、また品切の際はご容赦下さい。送料は
ご負担頂きます。

◆週刊仏教タイムス　5/28

付 『インド・高野山友好 佐々

井秀嶺氏が帰国講演　アン

ベードカル博士シンポも』

◆山陽新聞デジタル　6/11

付 『倉敷中央通りなどで脱原

発訴え 僧侶の佐々井さんら

行進』

◆山陽新聞倉敷版　6/13 付

『脱原発を訴えて行進　倉敷

の僧侶ら　中央通りなど』

◆山陽新聞　6/14 付 『イン

ドで仏教最高指導者 佐々井

秀嶺さん （新見出身） 一時

帰国』

◆ 高 野 山 時 報　7/11 付

『佐々井秀嶺師 高野山大学

で講演 インドの宗教事情を

語る』

◆朝日新聞　7/16 付 『日本

の仏教、 民衆の中にあるか 

インド仏教の指導者 ・ 佐々井

秀嶺さん』

◆東洋経済オンライン　7/21

付 『インド仏教を率いる日本

人僧侶の破天荒人生　一億

人の仏教徒はなぜ彼を慕うの

か』

◆週刊女性自身　8/18 ・ 25

合 併 号 『 私 の 70 年 談 話　

佐々井秀嶺 「亡国日本を救

うのは、 私の愛すべき日本

の女性たち、 あなたたちで

す！」』

◆ The Japan Times　8/12

付 『Surai Sasai:a Buddhist 

monk batt l ing the caste 

dragon』

日本一時帰国から現在までの
主な掲載メディア

◆
南
天
会
現
況
（
平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
日
現
在
）

正
式
会
員
数　

九
十
三
名

賛
同
人
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

岩
佐
澄
隆
（
仏
国
土
を
つ
く
ろ
う
会
会
長
）

漆
間
宣
隆
（
浄
土
宗
浄
土
院
住
職
・
前
岡
山
県
佛
教
会
会
長
）

奧
平
心
月
（
釣
月
庵
庵
主
）

織
田
隆
深
（
高
野
山
真
言
宗
真
成
院
住
職
・
密
門
会
会
長
）

黒
澤
雄
太
（
剣
士
・
日
本
武
徳
院
師
範
） 

小
池
一
郎
（
株
式
会
社
マ
ク
シ
ス
・
シ
ン
ト
ー
常
務
取
締
役
）

島
影　

透
（
株
式
会
社
サ
ン
ガ
社
長
）

高
山
龍
智
（
佐
々
井
上
人
お
弟
子
） 

土
屋
信
裕
（
顕
本
法
華
宗
弘
通
所
法
華
行
者
の
会
主
宰
）

冨
士
玄
峰
（
臨
済
宗
・
元
ナ
グ
プ
ー
ル
同
友
会
世
話
人
） 

宮
淵
泰
存
（
日
蓮
宗
妙
光
寺
住
職
・
長
野
県
修
法
師
会
会
長
） 

宮
本
光
研
（
真
言
宗
御
室
派
元
執
行
）

宮
本
龍
勝
（
佐
々
井
上
人
お
弟
子
）　
　
　
　

 

山
本
宗
補
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

※ 

賛
同
人
に
つ
い
て

当
会
の
主
旨
を
理
解
し
、
協
力
、
推
薦
す
る
人
を
賛
同
人
と

し
、
お
名
前
を
公
表
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

賛
同
頂
け
る
方
は
是
非
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※ 

世
話
人
に
つ
い
て

南
天
会
諸
業
務
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
皆
世
話
人
と

し
、
特
に
任
命
等
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事務局不如意のため、 入会者数が未だ少ない状況です。 是非ご周知ご吹聴の程よろしくお願い致します。

交流会 ・ イベントなどにも、 是非お誘い合わせの上お越し下さい。

パンフレットなど必要な方は事務局までお知らせ下さい。 ＰＤＦ版は南天会ホームページ 「南天会について」 よりダウンロー

ドできますので、 各自印刷の上ご利用下さい。

また、 会員数増のためのご提案もお待ちしております。 是非ご連絡下さい。

南天会のご周知・ご吹聴に
ご協力ください

本
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※
納
付
済
の
会
員
様
に
は
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

（南天会事務局）

〒 710-0004 

　岡山県倉敷市西坂 1582-1 一心念誦堂内

　TEL/FAX 086-463-9391
佐伯隆快 （090-5304-8955）
小林三旅 （090-4538-2677）

メール　 nantenkai@gmail.com

URL　http://www.nantenkai.org/

最新情報は
Facebook『佐々井秀嶺資料室』

をご確認ください。

※
振
込
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
た
会
員
様
へ

 
平
成
二
十
七
年
度
分 

年
会
費
お
振
込
の
ご
案
内

日
頃
よ
り
南
天
会
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
当
会
で
は
、
遠
き
イ
ン
ド
の
地
に
お
い
て
獅
子
奮
迅
さ
れ
る
佐
々
井
秀
嶺
上
人
へ
、

日
本
の
支
援
者
様
各
位
の
温
か
い
志
を
確
実
に
届
け
る
べ
く
、
会
費
制
と
い
う
形
を
取
ら
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
お
預
か
り
致
し
ま
し
た
会
費
は
、
必
要
額
の
当
会
の
運
営
費
を
除
い
て
、

佐
々
井
上
人
を
含
む
当
会
関
係
者
が
管
理
す
る
イ
ン
ド
国
内
口
座
に
送
金
致
し
ま
す
。

右
ご
理
解
頂
き
ま
し
た
上
、
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
納
入
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
入
会
を
ご
希
望
の
方
へ

こ
の
度
の
ご
縁
を
機
に
ご
入
会
を
ご
希
望
の
方
は
、
郵
便
局
備
え
付
け
の
払
込
取
扱
票
を
用

い
、
左
記
要
領
に
て
年
会
費
の
お
振
込
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
左
記
口
座
へ
の
入
金
確
認
を

以
て
ご
入
会
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
そ
の
他
ご
支
援
（
特
別
支
援
）
に
つ
い
て

時
期
、
金
額
を
問
わ
ず
、
随
時
お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。
左
記
口
座
に
お
振
込
下
さ
い
。

ご
入
会
を
希
望
せ
ず
、
ご
支
援
の
み
の
方
は
、
通
信
欄
に

「
入
会
不
要
」
と
ご
記
入
下
さ
い
。

《会員種類と年会費》

支援会員　10,000 円以上／年

一般会員　5,000 円以上／年

学生会員　2,000 円以上／年　（大学生まで）

《お振込先》

金融機関名　ゆうちょ銀行

加入者名　南天会

口座番号　０１３８０－０－９０１６４

（払込専用口座） 

※ご入会の場合

住所、 氏名、 連絡先電話番号 （メールアドレス）、

通信欄に会員種類 （支援、一般、学生） を記入して、

会費を送金ください。

会費納入後、 確認書類を封書にてお送りいたしま

す。

※領収証が必要な方

通信欄にその由ご記入ください。 特にご記入がな

い場合は、 「払込兼受領証」 （払込取扱票の半券）

を以て領収証に代えさせていただきます。

◆インドにて 「大改宗式」 が開催されます。

今年もナグプールでは、 佐々井秀嶺上人が導師を務める 「大改

宗式」 が執り行われ、 たくさんの仏教徒が誕生します。 これまで

実際に行かれた方や、 映像でご覧になった方もいらっしゃるかと

思いますが、 インド各地から数万もの人が、 救いを求めて押し寄

せる光景は圧巻の一言です。

日程 ： １０月２０、 ２１、 ２２日

※ 『龍族』 は、 現地に行かれた方のご寄稿をお待ちしてお

ります。 写真などもお寄せ下さい。

◆第４回　南天会交流会のお知らせ

今回は東京での開催です。 お誘い合わせの上、 挙ってご参加

下さいませ。 ご入会頂いていない方も歓迎です。

日時 ： 9 月 27 日（日） 14：00 ～

場所 ： 真
しんじょういん

成院　東京都新宿区若葉２－７－８

　　（東京メトロ四谷三丁目駅または四谷駅下車 徒歩７分）

電話 ： 03-3351-7281

交流会参加費 ： 無料、 申込不要

◆高野山大学「アンベードカル博士像除幕式」 開催

延期となっていた除幕式が開催される模様です。

日時 ： ９月 10 日 （木） 15 ： 00 ～ 16 ： 50

場所 ： 高野山大学 黎明館

詳細は高野山大学の Facebook などをご覧下さい。

龍尾言
◎満面の笑みで成田に着かれたバンテージに安堵した日、
高野山に大正大。そして寂しかった帰国の日と、あっとい
う間に楽しい日々は何処へやら。光陰矢の如しと正に実感。
◎殆どの仕事をされている佐伯代表から、今号より龍族は
東京の有志の編集となりました。玉稿や写真をお寄せ頂き
ました皆様に衷心御礼申し上げます。不慣れな３人で行き
届かぬ事許りですが、何卒ご海容の程お願い申し上げます。
◎今号の龍族は、編集のプロの長瀬さんに PCのプロの田
中さんとアナログで口先ばっかりで名前だけの私。全てに
おいてお世話頂いた佐伯さん、三旅さんに感謝。そして陰
に日向にお世話頂きました南天会の皆様、本当に有難うご
ざいました。（関口）

今号の発行日は、佐々井上人 80 歳の誕生日、そして南天
会発足一周年という節目に当たります。このような記念す
べき号の編集に携われたことに感謝致します。（長瀬）

僭越ながら高野山講演について執筆させていただきまし
た。当日の様子が少しでも読んでくださる皆様に伝わりま
したら幸いです。（田中）

『龍族編集部』　関口雄太、長瀬拓磨、田中秀康


